
えほんのもりのなつやすみえほんのもりのなつやすみ
「どうぶつ、あつまれ！」「どうぶつ、あつまれ！」
　「どうぶつ」をテー　「どうぶつ」をテー
マにした絵本の展示マにした絵本の展示
をします。期間中はをします。期間中は
毎日、乳幼児向けと毎日、乳幼児向けと
幼児・小学生向けの幼児・小学生向けの
おはなし会を実施しおはなし会を実施し
ます。ます。
aa��７ 月２３日㈯～２６日㈫７月２３日㈯～２６日㈫①絵本の展示①絵本の展示＝＝
午前 ９ 時～午後 ７ 時（最終日は午後午前 ９ 時～午後 ７ 時（最終日は午後
５ 時）５ 時）②おはなし会＝②おはなし会＝乳幼児向けが乳幼児向けが
午前１１時～１１時半、幼児・小学生向午前１１時～１１時半、幼児・小学生向
けが午後 ３時～ ３時半けが午後 ３時～ ３時半
bb��中央図書館 １階北開架室中央図書館 １階北開架室
ee��乳幼児～小学生乳幼児～小学生
ff��②おはなし会は各回先着１０組（ １ 組②おはなし会は各回先着１０組（ １ 組
３人まで）３人まで）

kk��当日同館カウンターで整理券を配布当日同館カウンターで整理券を配布
しますします
※※��乳幼児向けおはなし会は午前１０時半乳幼児向けおはなし会は午前１０時半
から、幼児・小学生向けおはなし会から、幼児・小学生向けおはなし会
は午後 ２時半から配布します。は午後 ２時半から配布します。
ll��同館同館

　「部活」をテーマに、関連したマンガと図書館資料の展　「部活」をテーマに、関連したマンガと図書館資料の展
示をします。マンガ以外の本は借りることができます。示をします。マンガ以外の本は借りることができます。
aa�７ 月２７日㈬～ ８月３１日㈬午前 ９�７ 月２７日㈬～ ８月３１日㈬午前 ９
時～午後 ７ 時（休館日を除く。時～午後 ７ 時（休館日を除く。
最終日は午後 ５時まで）最終日は午後 ５時まで）
bb�中央図書館 １階北開架室�中央図書館 １階北開架室
ee�小学生以上�小学生以上
ll�同館�同館

マンガのへやマンガのへや

図書館図書館で過ごしませんかで過ごしませんか
〜あなたの〜あなたの「知りたい」「知りたい」にこたえる場所〜にこたえる場所〜

　図書館の紹介動画を市公式動
画チャンネルで公開中です。
　昨年 ４月にリニ
ューアルオープン
した中央図書館の
館内も紹介してい
ます。ぜひご覧く
ださい。 図書館n

　この他にも図書館では、　この他にも図書館では、
さまざまなイベントを開催さまざまなイベントを開催
しています。詳細は、図書しています。詳細は、図書
館館nnをご覧ください。をご覧ください。

図書館n

中央図書館☎０４２・４７５・４６４６
滝山図書館☎０４２・４７１・７２１６
ひばりが丘図書館☎０４２・４６３・３９９６
東部図書館☎０４２・４７０・８０２２
開館時間午前 ９時〜午後 ７時
休館日毎週金曜日
　　　（中央図書館は第 ３火曜日も休館）

問い合わせは各館へ

ティーンズ夏フェス２０２２ティーンズ夏フェス２０２２
　中学・高校生世代におすすめの本の　中学・高校生世代におすすめの本の
展示とブックリストの配布をします。展示とブックリストの配布をします。
aa�７ 月２７日㈬～ ８月�７ 月２７日㈬～ ８月
３１日㈬午前 ９時～３１日㈬午前 ９時～
午後 ７ 時（休館日午後 ７ 時（休館日
を除く。最終日はを除く。最終日は
午後 ５時まで）午後 ５時まで）
bb�中央図書館 １階�中央図書館 １階
　北開架室（ティーンズコーナー）　北開架室（ティーンズコーナー）
ee�中学・高校生世代�中学・高校生世代
ll同館同館

　東久留米市は、いくつもの川が流れる自然豊か　東久留米市は、いくつもの川が流れる自然豊か
なまちです。これらの身近な川の環境を守る大切なまちです。これらの身近な川の環境を守る大切
さについて、国立研究開発法人土木研究所の松澤さについて、国立研究開発法人土木研究所の松澤
優樹氏にお話を伺います。優樹氏にお話を伺います。
　川についての調べ学習や自由研究に役立つおす　川についての調べ学習や自由研究に役立つおす
すめの本も紹介します。すめの本も紹介します。
　協力は同研究所自然共生研究センター。　協力は同研究所自然共生研究センター。
aa�７ 月３０日㈯午後 ２時～ ３時１０分�７ 月３０日㈯午後 ２時～ ３時１０分
bb�南部地域センター ２階講�南部地域センター ２階講
習室習室
ee�小学 ３ 年生～ ６年生�小学 ３年生～ ６年生
ff�１５人�１５人
hh�筆記用具�筆記用具
kk�７ 月 ２ 日㈯～２８日㈭に電�７ 月 ２ 日㈯～２８日㈭に電
話または直接ひばりが丘図書館カウンターで話または直接ひばりが丘図書館カウンターで
ll�同館�同館

講演会「川の不思議大発見！」講演会「川の不思議大発見！」

２０２２夏休みシールラリー２０２２夏休みシールラリー
　おすすめの本の　おすすめの本の
リストと「シールリストと「シール
ラリーカード」をラリーカード」を
市内全図書館で配市内全図書館で配
布します。たくさ布します。たくさ
ん本を読んだり、感想を書いてシールん本を読んだり、感想を書いてシール
を集めよう。を集めよう。
aa�７ 月２０日㈬〜 ８月３１日㈬午前 ９時〜�７ 月２０日㈬〜 ８月３１日㈬午前 ９時〜
午後 ７時（休館日を除く）午後 ７時（休館日を除く）
ee  ��幼児〜小学生幼児〜小学生
ll� � 各館各館

夏夏ののイベントイベント

今号の主な内容

No. 1307

令和４年
（2022年）

7／1 号
・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ２面

・有害ごみに新たに ４品目が追加されます………… ６面

・第５１回市民文化祭参加者・参加団体募集………… ７面

・夏の昆虫展を開催します……………………………１１面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち

〒203-8555 東久留米市本町３-３-１　☎042・470・7777（代）� https://www.city.higashikurume.lg.jp/
発行／東久留米市　　編集／企画経営室秘書広報課　　　　　　■東久留米市ホームページ

毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗い・咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底にご協力をお願いします。

新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎03・5320・4592　☎03・6258・5780
　（24時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎042・450・3111
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
新型コロナウイルス感染症に関する一般的内容（予防など）の相談
●厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）
　☎0120・565653
　（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）
●東京都新型コロナウイルス感染症電話相談窓口
　（新型コロナ・オミクロン株コールセンター）☎0570・550571
　（午前9時〜午後10時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）

新型コロナウイルスワクチンに関する相談窓口
ワクチン接種に関する一般的な内容について
●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120・761770（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付）
●�（厚生労働省）新型コロナウイルス関連及びワクチンについての
聴覚障害者相談窓口
　FAX：03・3581・6251　m：corona-2020@mhlw.go.jp
ワクチン接種に関する市の対応（接種の予約や会場など）について
●東久留米市新型コロナワクチンコールセンター
　☎042・420・7177（かけ間違いのないようにご注意ください）
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
　FAX：042・477・0033（聴覚に障害のある方などの相談）

最新の市の新
型コロナウイ
ルス関連情報
は、市nをご
覧ください。

市n

市
n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
☎０４２・４２０・７１７７　※詳細は市nをご覧ください。新型コロナウイルスワクチン関連情報

ll東久留米市臨時特別給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３（土曜・日曜日、祝日を除く午前8時半〜午後5時15分）東久留米市臨時特別給付金コールセンター☎０４２・４７０・７８６３（土曜・日曜日、祝日を除く午前8時半〜午後5時15分）
令和４年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金令和４年度住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金

◆７月３０日㈯・３１日㈰の集団接種の予約を７月６日㈬から開始します
対象者 ３ 回目・ ４回目の接種券をお持ちの方
※�２ 回目の接種を １月１６日～３１日に行った方には、 ３回目の接種券を ６月２４日に発送
済みです。 ３回目の接種を １月 １日～３１日までに行った方には、 ４回目の接種券を
６月１６日に発送済みです。接種券の到着まで １週間程度かかることがあります。

予約方法集団接種予約サイトでのウェブ予約、または、市コールセンターへの電話に
よる代行予約
予約受付開始日時 ７ 月 ６ 日㈬午前 ９時から
接種日時・ 会場など実施時間は、市民プラザはいずれも正午～午後 ６時、わくわく健
康プラザはいずれも午後 １時４５分～ ４時４５分

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、速やかに生活・暮らしを支援するために、令和 ４年度住民税非課税世帯などに対
して １世帯あたり１０万円を支給します（令和 ３年度住民税非課税世帯給付金の対象世帯、または家計急変世帯給付金を受給している世
帯は受給できません）。詳細は市nをご覧ください。

◆３回目・４回目接種券の発送
　 ２回目・ ３回目の接種を ２月 １日～１５日に行った方への ３回
目・ ４回目の接種券は、 ７月 ８日㈮に発送予定です。接種券の
到着まで １週間程度かかることがあります。

※ワクチンは各日７２０人分（予定）で、モデルナ社製です。
※市民プラザは集団接種実施日終日、接種を予約した方以外はご利用できません。

①７月30日㈯…市民プラザ・わくわく健康プラザ
②７月31日㈰…市民プラザ・わくわく健康プラザ

　予約の空きがある場合は、随時予
約を受け付けています。会場は各日
程とも市民プラザ、わくわく健康プ
ラザです。

★�予約受付中の集団接種日

①７月２３日㈯
②７月２４日㈰

集団接種予約サイト
※�システムメンテナン
スのため、７月４日
㈪午後５時～６日㈬
午前９時は利用でき
ません。

市n

非課税相当額参考（給与収入の場合）
家族構成例 非課税相当限度額

（収入額ベース）
非課税相当限度額
（所得額ベース）

単身または扶養親族がいない場合 １００万円 ４５万円
配偶者・扶養親族（計１人）を扶養している場合 １５６万円 １０１万円
配偶者・扶養親族（計２人）を扶養している場合 ２０５万7千円 １３６万円
配偶者・扶養親族（計３人）を扶養している場合 ２５５万7千円 １７１万円
配偶者・扶養親族（計４人）を扶養している場合 ３０５万7千円 ２０６万円
障害者、寡婦、ひとり親の場合 ２０４万３千円 １３５万円

■配偶者からの暴力（DV）等により避難している方へ
　配偶者やその他親族からの暴力等を理由に避難して
いる方で、事情により東久留米市に住民票を移すこと
ができない方についても受給できる場合がありますの
で、東久留米市臨時特別給付金コールセンターまたは
申請・相談受付窓口までご相談ください。

■給付額
　 １世帯当たり１０万円
i １ 世帯 １回限り。令和 ３年度住民税非課税
世帯給付金の対象世帯、または家計急変世帯
給付金を受給している世帯は受給できません。
また、下記1・2の重複受給もできません

■給付時期
　確認書または申請書を市に提出
後、審査を経て、市より決定通知
書を送付します。支給となる場合
は決定通知書内で振込の日程（目
安）をご連絡します。

支給対象世帯 ４ 年 ６ 月 １ 日時点において、①世帯全員の令和 ４年度住民税均等
割が非課税である世帯、②令和 ３年度住民税均等割非課税世帯等に対する給付
金の支給対象ではない世帯
※�ただし、「世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等の扶養を受けてい
る場合」や「租税条約に基づき非課税となった方がいる場合」は対象外となり
ます。

受給方法次の通り、世帯状況により申請の有無が異なります。
▼世帯全員が ３年１２月１０日以前から東久留米市にお住まいの世帯の場合＝対象
と思われる世帯に対し、市より「臨時特別給付金支給要件確認書」を ４年 ６月３０
日に発送しました。対象要件に合致していることをご確認いただき、給付対象
となる場合のみ、同封した返信用封筒にて、記入した確認書と必要書類をご返
信ください。
▼ ３年１２月１１日以降に東久留米市に転入した方がいる世帯の場合＝給付金の受
給には申請が必要です。申請書（★ １）を入手し、必要事項を記入の上、必要書
類を揃えて、申請・相談受付窓口にご提出ください。来庁が困難などの理由に
より郵送での申請を希望される方は、提出書類を揃えて、市役所担当宛て（★ ２）
にお送りください。

支給対象世帯新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計
が急変し、「左記1の世帯」と同様の事情にあると認められる
世帯
受給方法給付金の受給には申請が必要です。要件（ ４ 年 １ 月
～ ９月の任意の １カ月の収入を１２倍し、その金額が非課税相
当になるなど）をご確認いただき、満たす方は申請書（★ １）
に必要事項を記入の上、必要書類を揃えて、申請・相談受付
窓口にご提出ください。来庁が困難などの理由により郵送で
の申請を希望される方は、提出書類を揃えて、市役所担当宛
て（★ ２）にお送りください。

★１　申請書等入手先
　▼市nからダウンロード▼申請・相談受付窓口（本庁舎 １ 階会計
課前特設ブース）、市社会福祉協議会（わくわく健康プラザ ２ 階）、
上の原・滝山・ひばりが丘の各連絡所

★２　郵送申請時の送付先
〒２０３－８５５５　東京都東久留米市本町三丁目 ３番 １号
東久留米市役所　臨時特別給付金担当宛て
※�「令和 ４年度住民税非課税世帯給付」または「家計急変世帯給付」の
いずれか該当する名称を封筒にご記入ください。

家計急変世帯家計急変世帯２令和４年度住民税均等割非課税世帯令和４年度住民税均等割非課税世帯１
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  ひとり親世帯分
支給対象者次の①～③のいずれかに該当する方
①令和 ４年 ４月分の児童扶養手当の受給者
②公的年金等を受給していることにより、令和 ４年 ４月分の児童扶養手当
の支給を受けていない方（児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る方
に限る）
③令和 ４年 ４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイル
ス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶養手当を受給
している方と同水準の方
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活

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

　
６
月
３０
日
か
ら
受
け
付
け
を

開
始
し
て
い
る
国
の「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
」で
は
、
４

年
９
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
新
規
申
請
で
最
大

５
０
０
０
円
相
当
分
、
健
康
保

険
証
と
し
て
の
利
用
申
し
込
み
、

公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行
っ

た
方
が
そ
れ
ぞ
れ
７
５
０
０
円

分
相
当
の
同
ポ
イ
ン
ト
を
取
得

で
き
ま
す（
詳
細
は
総
務
省
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
n
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す

る
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
申
し
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
が
、
市
役
所
１

階（
市
民
課
付
近
）に
設
置
し
て

い
る
専
用
端
末
か
ら
も
申
し
込

み
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
※「
決
済
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
関
す
る
こ
と
」、「
ポ
イ
ン
ト

の
使
い
方
」な
ど
の
ご
相
談
は
、

市
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
混
雑
時
は
予
告
な
く
端
末

利
用
を
締
め
切
る
場
合
や
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
※
コ
ン
ビ
ニ
・
携
帯
シ
ョ
ッ

プ
・
郵
便
局
な
ど
に
も
同
様
の

端
末
を
設
置
し
て
い
る
場
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

l
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
・
９
５

・
０
１
７
８
、
市
民
課
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
２
２

住
宅
改
修
工
事
に
よ
る

固
定
資
産
税（
家
屋
）の

軽
減
制
度

　
既
存
家
屋
に
対
し
て
次
の
①

～
③
の
住
宅
改
修
工
事
を
行
い
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
軽
減
を

受
け
る
た
め
に
は
、
改
修
工
事

完
了
後
、
必
要
書
類
を
揃
え
て

３
カ
月
以
内
に
申
告
が
必
要
で

す
。
各
軽
減
の
種
類
は
次
の
通

り
で
す
。

　
①
耐
震
改
修
住
宅
軽
減
②
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
住
宅
軽
減
③

省
エ
ネ
改
修
住
宅
軽
減

　
な
お
、
各
軽
減
の
要
件
・
期

間
・
金
額
お
よ
び
申
告
に
必
要

な
書
類
な
ど
は
、
市
n
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

i
同
軽
減
制
度
は「
家
屋
の
固

定
資
産
税
」の
み
が
対
象
で
す

l
課
税
課
家
屋
資
産
税
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）

固
定
資
産
税（
家
屋
）の�

調
査
等
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い

◎
家
屋
調
査
に
つ
い
て

　
１
月
２
日
～
５
年
１
月
１
日

に
新
築
や
増
築
し
た
家
屋
を
対

象
に
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
基
と
な
る
評
価
額
を
算

出
す
る
た
め
、
家
屋
調
査
を
行

い
ま
す
。
調
査
を
行
う
と
き
は
、

事
前
に
文
書
で
連
絡
し
ま
す
。

◎
市
内
巡
回
に
つ
い
て

　
来
年
度
の
課
税
対
象
家
屋
を

把
握
す
る
た
め
、
市
職
員
が
市

内
全
域
を
巡
回
し
ま
す
。
新
築
、

増
築
ま
た
は
取
り
壊
し
に
よ
っ

て
課
税
台
帳
と
の
差
異
が
あ
る

場
合
に
は
、
戸
別
に
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
※
調
査
時
に
は「
固
定
資
産

評
価
補
助
員
」に
選
任
さ
れ
た

市
職
員
が
徴
税
吏
員
証
を
所
持

し
て
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
所
有
し
て
い
る
家
屋
に
変
更

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い

　
所
有
し
て
い
る
家
屋
が
次
の

①
～
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、

課
税
課
家
屋
資
産
税
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
７
７（
内
線
２

３
４
２
～
２
３
４
４
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
①
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
②
増
築
し

た
場
合
③
未
登
記
家
屋
で
相
続

・
売
買
・
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

l
同
係国

民
健
康
保
険�

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　
７０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
は
、
被
保
険

者
証
に
一
部
負
担
金
割
合（
２

割
も
し
く
は
３
割
）が
表
記
さ

れ
て
い
る「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」

（
以
下
、「
高
齢
受
給
者
証
」）を

交
付
し
て
い
ま
す
。

　
一
部
負
担
金
割
合
は
、
４
年

度
の
住
民
税
課
税
所
得
等
に
基

づ
い
て
判
定
し
、
８
月
に
更
新

し
ま
す（
左
図
参
照
）。

　
こ
の
判
定
に
よ
り
、
一
部
負

担
金
割
合
に
変
更
の
あ
る
方
に

は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

７
月
中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送

付
し
ま
す
。

i
今
回
の
判
定
に
よ
り
一
部
負

担
金
割
合
が
変
わ
ら
な
い
方
は
、

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証

を
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い

◎
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
割

合
が
３
割
か
ら
２
割
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
住
民
税
課
税
所
得
お
よ
び
旧

た
だ
し
書
き
所
得
に
よ
る
判
定

の
結
果
、
一
部
負
担
金
割
合
が

３
割
と
判
定
さ
れ
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
令
和
３
年
中
の「
収

入
額
」が
基
準
額
未
満
で
あ
る

場
合
は
、
２
割
に
な
り
ま
す
。

こ
の
収
入
額
に
よ
る
判
定
は
、

こ
れ
ま
で
は
申
請
が
必
要
で
し

た
が
、
４
年
１
月
１
日
の
法
改

正
に
よ
り
、
市
で
収
入
額
が
把

握
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
職

権
で
判
定
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
４
年
１
月
２
日
以
降
に
東

久
留
米
市
に
転
入
し
て
い
る
場

合
な
ど
で
、
市
で
収
入
額
が
把

握
で
き
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
申
請
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
申
請
に
よ
る
再
判
定
の
基

準
に
該
当
し
、
一
部
負
担
金
割

合
が
３
割
か
ら
２
割
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
に
は
、
ご
案
内

と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
保
年
金
資
格

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
２

いいえ

いいえ

いいえ はい

はい

負担割合は3割 負担割合は2割

申請
する

図　高齢受給者証（70歳～74歳の国保加入者）の
一部負担金割合判定方法について

①住民税課税所得による判定
判定対象者（70歳～74歳の国保加入者）全員の住民税課税所得が145万円未満で
ある

②旧ただし書き所得による判定
判定対象者の旧ただし書き所得（総所得額等から基礎控除額を控除した
額）の合計額が210万円以下である

③収入額による判定（申請による再判定）
下表のいずれかに該当する

※１　75歳到達により国民健康保険から後期高齢者医療に移行した者
で、75歳到達日以降も継続して国保加入者と同一の世帯に属す
る者。

※２　収入額が公簿などにより確認できる場合は、自動的に負担割合は
２割となるため申請不要。

はい
※２
はい
※２

合計収入額520万円未満２人以上

有り

本人収入額383万円未満無し

１人

基準収入額特定同一世帯
所属者(※1)の有無

70歳～74歳の
国保被保険者の数

本人収入額383万円未満
もしくは
特定同一世帯所属者を含む
合計収入額520万円未満

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、食費などの物価高騰などに直面する低所得の子育て世帯（ひとり親世帯およびその他
世帯〈ひとり親世帯以外の世帯〉）に対し、給付金を支給します。

ll児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金

総務省n

支給額児童 １人当たり ５万円
支給手続き支給対象者に応じて次の通り
①�に該当する方＝申請不要です。 ６月下旬に児童扶養手当の登録口座に振
り込みました
②�・③に該当する方＝申請が必要です。児童扶養手当認定者の方には、 ６
月中旬に給付金のご案内を送付しました

申請期限 ５ 年 ２ 月２８日㈫

支給額児童 １人当たり ５万円
支給手続き令和 ４年 ４月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者で
住民税非課税の方は、申請不要です。 ７月中旬に児童手当または特別児童
扶養手当を支給している口座に振り込みます。
※上記以外の方（収入が急変した方など）は申請が必要です。
　申請が必要な場合の申請期限は、 ５年 ２月２８日㈫です。

  その他世帯分
支給対象者次の①と②の両方に該当する方（ひとり親世帯分の給付金を受
け取った方を除く）
①�平成１６年 ４ 月 ２ 日～令和 ４ 年 ３ 月３１日生まれの児童（特別児童扶養手当
の対象となる障害児の方は平成１４年 ４ 月 ２ 日生まれ以降の方）を養育す
る父母など（令和 ５年 ２月末までに生まれた新生児等も対象）
②�令和 ４年度住民税（均等割）が非課税の方または新型コロナウイルス感染
症の影響を受けて令和 ４年 １月 １日以降の収入が急変し、住民税非課税
相当の収入となった方

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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保
険
料
の
免
除
・ 

納
付
猶
予
の
申
請

　
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
が
免
除
ま

た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
電
子
申
請
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　
免
除
な
ど
の
申
請
は
申
請

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
た
申
請
が
で
き
ま

す
。
４
年
度
の
免
除
な
ど
の
受

け
付
け
は
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

審
査
は
７
月
～
５
年
６
月
が
対

象
で
す
。
ま
た
、「
全
額
免
除
」

ま
た
は「
納
付
猶
予
」が
承
認
さ

れ
た
場
合
で
、
翌
年
度
以
降
も

同
じ
免
除
等
区
分
で
の
継
続
審

査
を
希
望
す
る
と
、
次
年
度
は

改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◎
免
除
等
申
請
が
可
能
な
期
間

　
例
え
ば
、
４
年
７
月
に
申
請

す
る
場
合
、
２
年
６
月
分
～
５

年
６
月
分
の
免
除
等
申
請
が
で

き
ま
す（
た
だ
し
、
１
枚
の
申

請
書
で
申
請
で
き
る
の
は
、
当

該
年
度
分
の
み
の
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
複
数
の
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

i
▼
免
除
等
申
請
が
遅
れ
る

と
、
も
し
も
の
際
に
障
害
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
▼
申
請
期
間

に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

免
除
な
ど
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
▼
学
生
で

あ
っ
た
期
間
は
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」と
い
う
猶
予
制

度
に
限
ら
れ
、
免
除
等
申
請

は
利
用
で
き
ま
せ
ん

l
武
蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０

４
２
２
・
５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

（
３
面
か
ら
続
く
）

４
年
度
国
民
健
康
保
険
税 

納
税
通
知
書
の
発
送

　
４
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）納
税
通
知
書
を
７
月

１２
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

　
４
月
〜
５
年
３
月
の
加
入
月

数
分
を
計
算
し
た
通
知
で
す
。

納
付
書
や
口
座
振
替（
普
通
徴

収
）、年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）

の
い
ず
れ
か
で
の
納
付
と
な
り

ま
す
。

◎
普
通
徴
収
の
納
期
は
９
回
で

す　
納
付
書
や
口
座
振
替（
普
通

徴
収
）で
納
付
す
る
方
の
納
期

は
、
原
則
、
７
月
〜
５
年
３
月

の
９
回（
左
表
）で
す
。
納
期
内

納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
る
方

　
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全

員
が
６５
～
７４
歳
で
あ
る
な
ど
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、

国
保
税
は
特
別
徴
収
と
な
り
ま

す（
一
部
例
外
あ
り
）。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
方
は
、
第
３

期
ま
で
普
通
徴
収
と
な
り
、
１０

月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

◎
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ

の
納
付
方
法
変
更

　
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
保

険
年
金
課（
市
役
所
１
階
）で
変

更
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
２９
日
㈮
ま
で
の
手
続
き
で
、

１０
月
の
特
別
徴
収
を
中
止
し
、

１０
月
末
か
ら
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
。
８
月
１
日
㈪
以
降
の
手

続
き
は
、
１２
月
以
降
か
ら
中
止

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

ま
で
の
納
付
状
況
か
ら
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
①
被
保

険
者
証
②
口
座
の
届
け
出
印
③

口
座
振
替
依
頼
書
ま
た
は
金
融

機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

（
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
）

　
※
②
・
③
は
国
保
税
の
口
座

登
録
が
な
い
方
の
み
必
要
で
す
。

　
※
お
支
払
い
い
た
だ
く
国
保

税
の
総
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
国
保
税
の
軽
減

　
国
保
税
は
住
民
税
の
よ
う
な

非
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

所
得
の
少
な
い
方
も
応
益
割

（
均
等
割
）の
国
保
税
を
負
担
す

る
こ
と
か
ら
、
軽
減
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
保
税
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
減
免

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
軽
減
お
よ
び
減
免
の
詳
細
は

納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
市
n
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

市n

後
期
高
齢
者
医
療

◎
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）の
一
斉
更
新
現
在
お
持

ち
の
保
険
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）の

有
効
期
限
は
、
７
月
３１
日
㈰
で

す
。
８
月
１
日
㈪
か
ら
使
用
す

る
保
険
証（
藤
色
）は
、
７
月
末

日
ま
で
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
す
。
７
月
３１
日
ま
で
は

現
在
の
保
険
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
は
破
棄
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
７
月
下
旬
ま
で
不
在
の
方
に

は
、
７
月
末
日
ま
で
に
新
し
い

保
険
証
を
お
届
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
８
月
１
日
を

過
ぎ
て
も
保
険
証
が
届
か
な
い

場
合
は
、
保
険
年
金
課
高
齢
者

医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
４
年
１０
月
か
ら

の
窓
口
２
割
負
担
の
導
入
に
伴

い
、
す
べ
て
の
方
の
保
険
証
の

有
効
期
限
が
令
和
４
年
９
月
３０

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
１０
月
以
降

お
使
い
い
た
だ
く
保
険
証
は
、

９
月
中
旬
頃
に
お
送
り
す
る
予

定
で
す
。
有
効
期
限
が
切
れ
た

保
険
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）は
、
８

月
１
日
以
降
に
ご
自
身
で
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
４
年
度
保
険
料
の
決
定
通
知

書
兼
納
付（
納
入
）通
知
書
を
発

送
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

７５
歳
以
上（
障
害
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
６５
歳
以
上
）の
方

が
対
象
で
す
。
４
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通

知
書
兼
納
付（
納
入
）通
知
書
を
、

７
月
１２
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）
か
ら

口
座
振
替
へ
の
変
更
保
険
料
の

納
付
方
法
は
、
年
金
天
引
き
に

よ
る
納
付
が
原
則
で
す
が
、
申

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
変
更

を
希
望
す
る
方
は
、
①
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の（
預
金
通
帳

ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

②
通
帳
届
け
出
印
③
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証（
す
で
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口

座
振
替
を
登
録
し
て
い
る
方
は

③
の
み
）を
持
参
の
上
、
保
険

年
金
課
高
齢
者
医
療
係（
市
役

所
１
階
）で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
保
険
料
減
免

の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
７
月
１５
日
～
５
年
３

月
３１
日

　
※
詳
細
は
市
n
や
同
封
す
る

ご
案
内
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８

４
６

市n

国
民
健
康
保
険 

高
額
療
養
費
の 

申
請
手
続
き
を
簡
素
化

　
１
カ
月
に
保
険
医
療
機
関
な

ど
で
か
か
っ
た
医
療
費（
保
険

診
療
分
）が
高
額
と
な
り
、
ご

自
身
の
月
額
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
世
帯
の
方
に
は
、

毎
月
、
市
か
ら
高
額
療
養
費
の

お
知
ら
せ
と
申
請
書
を
送
付
し
、

そ
の
都
度
、
市
へ
申
請
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
７

月
２５
日
以
降
毎
月
送
付
す
る
申

請
書
に
よ
り
申
請
さ
れ
た
方
は
、

原
則
、
そ
れ
以
降
の
手
続
き
を

省
略
し
、
市
か
ら
自
動
的
に
振

り
込
み
ま
す
。

　
手
続
き
の
省
略
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
申
請
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

民
健
康
保
険
税
の
滞
納
や
、
国

民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
、
振

り
込
み
不
能
口
座
が
確
認
で
き

た
場
合
、
市
窓
口
で
の
支
給
申

請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

子
ど
も

と
教
育

児
童
扶
養
手
当
を 

振
り
込
み
ま
す

　
５
月
・
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
指
定
預
金
口
座
へ
振
り

込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
７
月
１３
日
㈬

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間

　
内
閣
府
で
は
、
学
校
が
夏
休

み
に
入
る
毎
年
７
月
を「
青
少

年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間
」と
定
め
、
関
係
省
庁
、

地
方
公
共
団
体
お
よ
び
関
係
団

体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
総
合

的
な
非
行
・
被
害
防
止
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
４
年
度
の
最
重
点
課
題「
ペ

ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
等

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

に
係
る
子
供
の
犯
罪
被
害
等
の

防
止
」に
つ
い
て
、
市
で
も
啓

発
を
強
化
し
ま
す
。

l
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

４
年
度
東
京
都
子
育
て 

支
援
員
研
修（
第
２
期
） 

受
講
生
募
集

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
に

従
事
す
る
上
で
、
必
要
な
知
識

や
技
能
な
ど
を
有
す
る「
子
育

て
支
援
員
」の
養
成
研
修
で
す
。

募
集
コ
ー
ス
①
地
域
保
育
コ
ー

ス
②
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス

③
放
課
後
児
童
コ
ー
ス
④
社
会

的
養
護
コ
ー
ス

a
９
月
か
ら
順
次
研
修
開
始

b
新
宿
、
立
川
な
ど

　
※
①
に
つ
い
て
は
、
講
義
科

目
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
。

e
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

今
後
、
子
育
て
支
援
員
と
し
て

就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
方

k
７
月
１
日
㈮
～
１５
日
㈮
に

（
必
着
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込

み（
各
申
し
込
み
先
の
n
か
ら
）

ま
た
は
所
定
の
申
込
書（
市
区

町
村
窓
口
ま
た
は
n
か
ら
入
手

可
）を
郵
送（
簡
易
書
留
）で
申

し
込
み
を

申
し
込
み
先
▼
①
＝
都
福
祉
保

健
財
団
☎
０３
・
３
３
４
４
・
８

５
３
３
▼
②
～
④
＝
株
式
会
社

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
☎
０３

・
５
９
１
３
・
６
２
２
５

　
※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
日
程
な

ど
、
研
修
の
詳
細
は
、
募
集
要

項
ま
た
は
各
申
し
込
み
先
の
n

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

l
都
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対

策
部
計
画
課
☎
０３
・
５
３
２
０

・
４
１
２
１

都福祉保健財団
n

株式会社
東京リーガル
マインドn

４年度国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料（普通徴収）納期一覧

区分 納期限

１期 ８月１日㈪

２期 ８月３１日㈬

３期 ９月３０日㈮

４期 １０月３１日㈪

５期 １１月３０日㈬

６期 １２月２６日㈪

７期 ５年１月３１日㈫

８期 ５年２月２８日㈫

９期※ ５年３月２７日㈪

※第９期は国保税のみ。
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活 子どもと教育



　 ７月は「社会を明るくする運動」の強化月間です。この運動は、すべての国民
が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれ
の立場で力を合わせ、犯罪や非行のない地域社会を築くための全国的な運動で
す。
　市では、市長が推進委員会委員長となり、地域の皆さんや保護司会、更生保
護女性会、小・中学校長会、地区青少年健全育成協議会など、関係団体の協力
を得て広報活動を行います。今年度は ３年ぶりに「社会を明るくする運動」市民
のつどい・音楽祭を開催します。
a�７ 月 ９ 日㈯午後 １時から（ ０時４０分開場）
b�生涯学習センター
c�▼�第 １ 部「市民のつどい」＝主催者および来賓
者あいさつ、DVDの上映

　▼�第 ２ 部「音楽祭」＝出演予定団体は南中学校
合唱部、西中学校音楽部

f先着４５０人
i車での来場不可
j�マスク着用で。来場者には記念品贈呈。当日、氏名と連絡先（電話番号）を用
紙に記入していただきます

◆「社会を明るくする運動」に関する作品募集
　同運動の啓発のため、次の通り作品を募集します。詳細は各学校を通じてお
知らせします。応募していただいた方には、市から記念品をお贈りします。
・書道・ポスター（絵画）
　�　市内中学生の皆さんを対象として、この運動の理解を深めることを目標に、
書道および絵画作品を毎年募集しています。応募作品は、秋の市民文化祭な
どで展示する予定です。
・作文コンテスト
　�　市内小・中学生の皆さんを対象として作文を募集します。テーマは、家庭
生活、学校生活等の中で体験したことをもとに、犯罪や非行のない地域社会
づくりや犯罪や非行をした人の立ち直りについて、考えたことや感じたこと
を書いてください。
l福祉総務課福祉政策係☎０４２・４７０・７７４９

学
校
給
食
費
の
納
め
忘

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
市
立
小
学
校
で
は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
さ
れ
る
給

食
費
で
安
全
な
食
材
を
購
入
し
、

衛
生
的
な
調
理
を
行
い
、
児
童

へ
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学

校
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
給
食
費
の
滞
納
が
累
積
す
る

と
、
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に

必
要
な
食
材
の
購
入
費
用
が
足

り
な
く
な
り
、
提
供
す
る
給
食

の
質
が
低
下
す
る
な
ど
の
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
費
は
納
め
忘
れ
が
な

い
よ
う
、
納
入
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
入
が
困
難
な
場
合

に
は
、
在
校
す
る
小
学
校
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

l
学
務
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
７
９

高
齢
者

・
福
祉

認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご

家
族
の
方
、
一
人
で
介
護
の
悩

み
を
か
か
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

日
々
の
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
、

気
軽
に
話
し
、
ほ
っ
と
で
き
る

場
所
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
域
を
確
認
し
、
担
当
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
東
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
上
の
原
・
神
宝
町
・

金
山
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町
・

小
山

a
７
月
１９
日
㈫
午
後
１
時
１５
分

〜
２
時
４５
分

b
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議
室

２k
l
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
２
８
・
７
７
８

８
ま
た
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
９

９
９
６

◎
中
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
本
町
・
幸
町
・
中
央

町
・
南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば
り

が
丘
団
地
・
南
町
・
前
沢
一
〜

三
丁
目

a
７
月
１１
日
㈪
午
後
１
時
１５
分

〜
２
時
半

b
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
第
１

会
議
室

k
l
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
０
・
８
１
８

６
ま
た
は
☎
０４２
・
４
５
１
・
５

１
２
１

◎
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

対
象
地
域
前
沢
四
・
五
丁
目
、

滝
山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・
柳

窪
・
弥
生
・
下
里

a
７
月
２５
日
㈪
午
後
１
時
１５
分

〜
２
時
半

b
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習
室

２k
l
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６

１
４
年
度
の
介
護
保
険
料

額
決
定
通
知
書
の
発
送

　
６５
歳
以
上
の
方
の
４
年
度
の

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書

（
以
下
、「
通
知
書
」）を
、
７
月

１２
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
今
年
度

の
保
険
料
の
納
付
方
法
や
保
険

料
額
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
め
方

　
受
給
し
て
い
る
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
る
方（
特
別
徴
収
）と
、

指
定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納

付
書
や
口
座
振
替
な
ど
で
納
め

て
い
た
だ
く
方（
普
通
徴
収
）が

い
ま
す
。通
知
書
の
表
紙
に「
今

回
の
納
付（
納
入
）方
法
」を
記

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
は
、
記

載
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
、
市

役
所（
本
庁
舎
・
各
連
絡
所
）、

通
知
書
に
記
載
し
た
銀
行
・
郵

便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
な

ど
で
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
心
配
な
方
は
、
口

座
振
替
の
利
用
な
ど
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
決
定
方
法

　
市
全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
要
す
る
費
用
が
ま
か
な
え

る
よ
う
に
算
出
さ
れ
た
基
準
額

と
、
本
人
や
世
帯
員
の
前
年
中

の
所
得
等
に
よ
り
区
分
さ
れ
る

所
得
段
階
ご
と
に
設
定
さ
れ
た

保
険
料
率
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
基
準
額
、
所
得
段
階
、
保

険
料
率
等
は
、
３
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
ま
す（
次
の
見
直
し
は

６
年
度
で
す
）。
詳
細
は
、
通

知
書
に
同
封
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
低
所
得
の
方
に
対
す
る
保
険

料
の
軽
減

　
本
人
、
世
帯
員
と
も
に
住
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
所
得
段
階
が
第
１
段
階
〜
第

３
段
階
の
方
）に
対
す
る
保
険

料
の
軽
減
を
、
３
年
度
に
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
通

知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険

料
額
は
、
す
で
に
軽
減
適
用
後

の
額
と
な
っ
て
い
ま
す（
申
請

は
不
要
で
す
）。

◎
保
険
料
の
納
付
に
ご
協
力
を

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が

必
要
と
な
っ
た
本
人
や
家
族
を

社
会
全
体
で
支
え
る
た
め
の
仕

組
み
で
あ
り
、
現
役
世
代
も
含

め
た
多
く
の
方
で
費
用
負
担
を

分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
、
保

険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

特
例
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
申
請
が
必
要
で
す
）。

l
介
護
福
祉
課
保
険
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
７
７（
内
線
４

９
１
０
・
４
９
１
１
）

介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
一
斉
更
新
し
ま
す

　
現
在
、
有
効
期
限
が
７
月
３１

日
ま
で
の「
介
護
保
険
負
担
割

合
証（
黄
色
）」を
お
持
ち
で
、

８
月
１
日
か
ら
も
引
き
続
き
交

付
対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月

末
ま
で
に
新
し
い「
介
護
保
険

負
担
割
合
証（
水
色
）」を
送
付

し
ま
す
。

　
８
月
１
日
以
降
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
は
、「
介

護
保
険
被
保
険
者
証（
緑
色
）」

と
新
し
い「
介
護
保
険
負
担
割

合
証（
水
色
）」を
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
古
い
負
担
割
合
証
を
誤
っ

て
使
用
す
る
と
、
後
に
差
額
分

の
納
付
や
払
い
戻
し
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

交
付
対
象
要
介
護（
要
支
援
）認

定
者
お
よ
び
事
業
対
象
者

交
付
時
期
毎
年
８
月
１
日
を
基

準
と
し
て
、
前
年
の
所
得
等
か

ら
負
担
割
合
を
判
定
し
、
適
用

期
間
開
始
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
新
規
要
介
護（
要
支

援
）認
定
者
お
よ
び
事
業
対
象

者
や
、
世
帯
構
成
の
変
更
ま
た

は
所
得
の
更
正
な
ど
に
よ
り
負

担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
負
担
割
合
証
を
随

時
交
付
し
ま
す

適
用
期
間
８
月
１
日
〜
翌
年
７

月
３１
日

l
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
０

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー�

利
用
者
募
集

募
集
区
分
就
労
移
行
支
援
事
業

利
用
期
間
訓
練
等
給
付
の
支
給

期
間

c
就
労
に
向
け
た
訓
練
お
よ
び

支
援

e
原
則
１８
歳
以
上
の
知
的
障
害

が
あ
る
方
で
、
企
業
な
ど
で
の

就
労
を
希
望
す
る
方（
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
訓
練
等
給
付
の

支
給
決
定
を
受
け
た
方
）

募
集
人
員
若
干
名

k
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

相
談
を（
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要
）

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
７

・
２
７
１
１
、
o
０４２
・
４
７
７

・
２
７
５
０（
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

住
環
境

飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
О�

Ｋ
Ｙ
О
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
７
月
１
日
〜
７
日
は
、「
飲
酒

運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
О
Ｋ
Ｙ
О
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
で
す
。
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
都
と
警
視

庁
が
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
社

会
環
境
の
醸
成
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直

結
し
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
周

囲
の
人
に
も
悲
劇
を
招
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
飲
酒
運
転
は

悪
質
な
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
認

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
車
を
運
転
す
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
人
に
飲

酒
を
勧
め
る
こ
と
、
飲
酒
運
転

の
車
に
同
乗
す
る
こ
と
も
犯
罪

で
す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗

る
な
ら
飲
む
な
」を
忘
れ
ず
、

お
互
い
に
注
意
し
合
い
、
飲
酒

運
転
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

　
都
都
民
安
全
推
進
部
n
で
は
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
や
飲
食

店
用・駐
車
場
管
理
者
用
の「
飲

酒
運
転
を
さ
せ
な
い
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
」が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
警
視
庁
n
で
は

飲
酒
運
転
の
罰
則
な
ど
を
、
事

例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

l
田
無
警
察
署
☎
０４２
・
４
６
７

・
０
１
１
０
ま
た
は
市
管
理
課

管
理
調
整
担
当
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
６
４

都都民安全
推進部n

警視庁n

（
６
面
へ
続
く
）

子どもと教育

更生保護マスコットキャラクター
「ホゴちゃん・サラちゃん」

第７２回「社会を明るくする運動」市民のつどい・音楽祭第７２回「社会を明るくする運動」市民のつどい・音楽祭

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
５
面
か
ら
続
く
）

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た 

小
型
家
電
を
回
収
し
ま
す

　
市
で
は
、「
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
」の
認
定
事
業
者
で
あ

る
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
株
式
会
社
と
協
定
を
締
結

し
、
パ
ソ
コ
ン
を
含
む
小
型
家

電
の
宅
配
便
に
よ
る
回
収
を
７

月
１
日
よ
り
始
め
ま
す
。
使
用

済
み
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
利
用
方
法

は
次
の
通
り
で
す
。
詳
細
は
、

同
社
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リネットジャパン
リサイクル
株式会社n

回
収
手
順
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
②
回
収
物
を
段
ボ

ー
ル
に
詰
め
る
③
希
望
日
時
に

宅
配
業
者
が
回
収

回
収
料
金
１
箱
１
６
５
０
円

（
税
込
）

　
※
回
収
物
に
パ
ソ
コ
ン
を
含

む
場
合
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

i
▼
宅
配
便
の
箱
の
サ
イ
ズ
は
、

３
辺
の
合
計
が
１
４
０
㌢
㍍
以

内
、
重
さ
２０
㌔
㌘
以
内
で
、
サ

イ
ズ
内
で
あ
れ
ば
何
点
で
も
詰

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
パ
ソ

コ
ン
の
個
人
情
報
な
ど
は
ご
自

身
で
消
去
し
て
く
だ
さ
い（
無

料
消
去
ソ
フ
ト
の
提
供
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
あ
り
）▼
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
い
方
は
、

同
社
お
問
い
合
わ
せ
専
用
窓
口

☎
０
５
７
０
・
０
８
５
・
８
０

０（
午
前
１０
時
～
午
後
５
時
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７

７
月
18
日（
月・祝
）の 

ご
み
収
集

　
７
月
１８
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集
日
や
分
別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）

市n

集
団
回
収
実
施
報
告
書

の
提
出

　
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に

登
録
し
た
団
体
が
、
対
象
の
資

源
物
を
市
の
登
録
業
者
に
引
き

渡
し
た
場
合
、
そ
の
回
収
量
に

応
じ
て
報
奨
金
を
交
付
し
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
報
奨
金

の
交
付
に
は
、
集
団
回
収
実
施

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

４
～
６
月
実
施
分
の
集
団
回
収

実
施
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
７

月
３１
日
㈰
ま
で
に（
消
印
有
効
）

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体
市
に
団
体
登
録
し
て

い
る
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
・
社
会
福

祉
法
人
・
Ｎ
Ｐ
О
団
体
な
ど

報
奨
金
交
付
額
回
収
実
績
量
に

応
じ
て
１
㌔
㌘
あ
た
り
９
円

提
出
方
法
ご
み
対
策
課（
八
幡

町
２

−

１０

−

１０
）宛
て
郵
送
ま

た
は
直
接
同
課
へ

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７４

年
度
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験

a
１０
月
９
日
㈰
午
前
１０
時
～
正

午b
青
山
学
院
大
学
青
山
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館（
渋
谷
区
渋
谷
４

−
４

−

２５
）

受
験
申
込
書
の
配
布
施
設
建
設

課
下
水
道
施
設
担
当（
市
役
所

５
階
７
番
窓
口
）に
て
配
布

受
験
申
込
書
の
配
布
期
間
６
月

２７
日
㈪
～
７
月
２９
日
㈮

g
６
０
０
０
円

k
７
月
１
日
㈮
～
２９
日
㈮
に

（
消
印
有
効
）、
郵
送
に
よ
り
受

け
付
け

l
施
設
建
設
課
下
水
道
施
設
担

当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５
９

民
有
地
の
ハ
チ
対
策

　
市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
管

理
者
が
居
る
集
合
住
宅
な
ど
、

民
有
地
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の

駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ

チ
は
、
特
に
手
入
れ
不
足
の
庭

木
な
ど
に
多
く
巣
づ
く
り
を
し

ま
す
の
で
、
手
入
れ
を
充
分
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
取
り
除
く
と
き

　
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
攻
撃
性
が

少
な
い
の
で
、
薬
局
な
ど
で
ハ

チ
専
用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
を
購

入
し
駆
除
が
可
能
で
す
。
ス
ズ

メ
バ
チ
は
凶
暴
で
攻
撃
性
が
強

い
た
め
、
専
門
の
駆
除
業
者
へ

の
依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
駆
除
業
者
の
紹
介

　
市
で
は
、
協
定
を
結
ん
だ
市

内
の
駆
除
業
者
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

i
駆
除
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

依
頼
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
ご

検
討
く
だ
さ
い

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

市n

水
の
事
故
に
注
意

　
暑
く
な
る
と
子
供
が
溺
れ
る

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
入
浴

や
水
遊
び
の
時
は
大
人
が
目
を

離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
３
２
２
）

街
区
表
示
板
の
破
損
な

ど
の
通
報
の
お
願
い

　
「
街
区
表
示
板
」は
、
住
居
表

示
を
実
施
し
て
い
る
区
域
の
町

の
名
称
と
街
区
符
号（
例
＝
上

の
原
二
丁
目
３
番
）を
案
内
す

る
た
め
に
、
電
柱
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
表
示
板
で
す（
大
き

さ
＝
縦
６６
㌢
㍍
×
横
１２
㌢
㍍
）。

こ
の「
街
区
表
示
板
」が
取
れ
か

か
っ
て
い
た
り
、
破
損
し
て
落

ち
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
都
市
計

画
課
土
地
利
用
計
画
担
当（
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
８
２
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

l
同
担
当

お
知
ら
せ

市
環
境
審
議
会
委
員 

（
市
民
委
員
）募
集

　
市
環
境
審
議
会
は
、
市
の
環

境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す

る
上
で
必
要
な
事
項
を
調
査
・

審
議
す
る
た
め
、
市
長
の
附
属

機
関
と
し
て
設
置
し
、
学
識
経

験
者
・
市
民
・
事
業
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
ま
す
。
同
会
の
市
民

委
員
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

任
期
８
月
２５
日
～
６
年
８
月
２４

日
の
２
年
間
。
審
議
会
は
年
間

２
～
５
回
程
度
、
平
日
の
昼
間

に
開
催
予
定

応
募
資
格
２０
歳
以
上
の
市
民

選
任
人
数
５
人
以
内

応
募
方
法
７
月
１５
日
㈮
ま
で
に

（
必
着
）、「
環
境
審
議
会
委
員
希

望
」と
明
記
し
て
、「
い
ま
関
心

が
あ
る
環
境
問
題（
３
つ
）」と

応
募
の
動
機
を
合
わ
せ
て
８
０

０
字
程
度
に
ま
と
め（
書
式
は

自
由
）、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
m

ア
ド
レ
ス（
お
持
ち
の
方
）を
記

入
の
上
、
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
、

m（kankyoseisaku@
city.

higashikurum
e.lg.jp

）、

ま
た
は
直
接
同
課（
市
役
所
５

階
８
番
窓
口
）へ
提
出
を

　
※
選
考
結
果
は
、
８
月
上
旬

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

５
３市

有
地
売
払
い
に
係
る

媒
介
業
者
の
募
集

　
市
有
地
の
売
買
の
媒
介
を
行

う
宅
地
建
物
取
引
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

物
件
▼
所
在
地
＝
静
岡
県
伊
東

市
八
幡
野
字
ニふ

タた

塚づ
か

１
１
０
３

−

１
４
５
▼
面
積（
実
測
）＝
３

３
７
・
６０
平
方
㍍
▼
建
ぺ
い
率

＝
２０
㌫
▼
容
積
率
＝
４０
㌫
▼
用

途
＝
無
指
定

売
却
価
格
３
７
４
万
円

i
現
状
有
姿
で
の
引
き
渡
し
と

な
り
ま
す

j
市
と
媒
介
契
約
を
締
結
し
た

媒
介
業
者
は
、
購
入
希
望
者
の

紹
介
・
購
入
希
望
者
に
対
す
る

重
要
事
項
説
明
な
ど
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
、
市
n
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

l
管
財
課
管
財
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
１
８

東
久
留
米
市
Ｄ
Ｘ
推
進

方
針
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

　
市
で
は
、
人
に
や
さ
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、「
お
手
間

を
取
ら
せ
な
い
市
役
所
」を
目

指
す
た
め
、「
東
久
留
米
市
Ｄ
Ｘ

推
進
方
針（
素
案
）」を
ま
と
め

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
・
場
所
７
月
１
日
㈮

～
２０
日
㈬
に
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、
行
政
経

営
課（
同
６
階
）、
市
内
の
各
図

書
館
、
ま
た
は
市
n
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す（
た
だ
し
、
各
施

設
の
閉
庁
日・休
館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
７
月
１
日
㈮
～
２０
日

㈬
に（
必
着
）、「
東
久
留
米
市
Ｄ

Ｘ
推
進
方
針（
素
案
）へ
の
意

見
」と
明
記
し
て
、
住
所
・
氏

名
・
年
代（
例
＝
２０
代
）・
ご
意

見（
書
式
は
自
由
）を
記
入
の
上
、

〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
行

政
経
営
課
宛
て
郵
送
、
o（
０４２

・
４
７
０
・
７
８
１
１
）ま
た

は
m（gyoseikeiei@

city.
higashikurum

e.lg.jp

）で

提
出
を

i
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で

の
ご
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
個
人
情
報
を
除
い
た

上
で
要
約
し
、
後
日
、
市
n
で

公
開
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却

や
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

市n

本庁舎にて非常用電源設備（太陽光発電本庁舎にて非常用電源設備（太陽光発電
パネル等）の設置工事を行いますパネル等）の設置工事を行います

　市では、再生可能エネルギー等を活用した非常用電源
を確保する事業を進めています。市役所本庁舎では１２月
（予定）まで、屋上に太陽光発電パネル、地下駐車場に蓄
電池などの設置工事を行い、災害時には外部からの供給
なしで７２時間の電力供給体制を確保するとともに、平常
時の買電量を抑制します。
　施工に伴い、地下駐車場の利用や庁舎南面道路の通行
に一部制限が生じるなどご迷惑をおかけいたしますが、
安全に十分配慮して進めてまいりますので、ご理解とご
協力をお願いします。詳細は市nをご覧ください。
l管財課管財係☎０４２・４７０・７７１８

　リチウムイオン電池等使用製品が指定収集袋の中に混入したことによるごみ処
理過程での発煙・発火事故が頻発しています。これを受けて、 ７月からリチウム
イオン電池等使用製品のうち、特定 ４品目を有害ごみとして収集します。
特定４品目モバイルバッテリー、電子たばこ、電気シェーバー、電動歯ブラシ
収集日等水曜日（有害ごみ）
出し方戸建て住宅にお住まいの方は、特定 ４品目のみを透明または半透明の袋に
入れて出してください。共同住宅にお住まいの方は、有害ごみ
専用回収容器がある場合には容器に直接、ない場合には特定 ４
品目のみを透明または半透明の袋に入れて出してください
　※�出す際には、ビニールテープなどで端子部分を絶縁処理し
てください。

lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７ 市n

有害ごみ有害ごみにに新たに　新たに　　　　　　　がが追加追加されますされます４ 品目
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お知らせ住環境



子
ど
も
た
ち
か
ら
の 

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
集

　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
人
と

し
て
生
き
る
権
利
を
尊
重
さ
れ
、

必
要
な
保
護
と
援
助
が
与
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
連
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」は
、
日
本

で
も
平
成
６
年
に
批
准
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
啓
発
活
動
の
一
環
で
小

学
生
が
自
由
に
意
見
を
表
明
す

る
場
と
し
て
、「
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表

会
」を
例
年
、
多
摩
東
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
お
よ
び
東
京
法

務
局
府
中
支
局
と
と
も
に
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
３
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
東
京
法
務
局
n
で
は
、
発
表

を
予
定
し
て
い
た
小
学
生
の
人

権
メ
ッ
セ
ー
ジ
集
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
思
い

の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
多
摩
東
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
事
務
局
・
東
京
法
務
局
府
中

支
局
総
務
課
☎
０４２
・
３
３
５
・

４
７
５
３（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス

「
４
」を
選
択
）

東京法務局n

市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り

の
中
止
に
つ
い
て

　
４
年
度
の「
市
民
み
ん
な
の

ま
つ
り（
農
業
祭
・
商
工
祭
）」

は
、
主
催
団
体
に
お
い
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
状
況
を
踏
ま
え
て
協
議
し
た

結
果
、
来
場
者
の
方
、
出
店
・

出
演
予
定
者
の
方
の
安
心
・
安

全
を
最
優
先
に
考
え
、
開
催
を

中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
次
年
度
以
降
の
開
催

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
に
注
視
す
る
と
と
も
に
、
各

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
基
づ
き
、

新
し
い
生
活
様
式
に
即
し
た
開

催
に
向
け
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

l
産
業
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
４
３

職
員
募
集

学
童
保
育
所
の
児
童
厚

生
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
８
月
１
日
～
５
年
３

月
３１
日（
５
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
月
７５
時
間（
変
則

勤
務
有
り
）程
度
。
午
前
８
時

１５
分
～
午
後
６
時
の
間
で
、
４

～
７
時
間
の
シ
フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど募
集
人
数
若
干
名

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

添
付
）

k
７
月
１３
日
㈬
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）に
、
応
募

書
類
を
直
接
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係（
市
役
所
２
階
）へ
。

書
類
選
考
後
、
面
接
の
上
決
定
。

提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返
却
し

ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

都
立
霊
園
使
用
者
の
申
込

書
を
配
布
し
て
い
ま
す

募
集
期
間
７
月
４
日
㈪
ま
で

配
布
場
所
①
市
民
課（
市
役
所

１
階
）、
上
の
原
・
滝
山
・
ひ

ば
り
が
丘
の
各
連
絡
所
②
都
内

市
区
役
所
・
町
村
役
場
、
千
葉

県
松
戸
市
役
所
③
都
庁
第
一
・

第
二
本
庁
舎
１
階
・
２
階
の
案

内
コ
ー
ナ
ー
④
各
都
立
霊
園
お

よ
び
瑞
江
葬
儀
所
⑤
都
公
園
協

会
本
社
霊
園
課（
新
宿
区
歌
舞

伎
町
２

−

４４

−

１
、
ハ
イ
ジ
ア

１０
階
）

　
※
同
協
会
n（https://w

�
w
w
.tokyo-park.or.jp/rei�

en/

）か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

l
▼
配
布
場
所
に
つ
い
て
＝
市

民
課
住
民
記
録
係
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
８
４
４
、
▼
募
集
に
つ

い
て
＝
霊
園
募
集
専
用
電
話
☎

０
５
７
０
・
７
８
３
・
８
０
２
、

ま
た
は
同
協
会
霊
園
課
☎
０３
・

３
２
３
２
・
３
１
５
１

都
立
六
仙
公
園 

は
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
身
近
な
遊
び
や
運
動
を
通
し

て
子
ど
も
の
協
調
性
を
育
み
ま

す
。
普
段
の
遊
び
に
ス
ポ
ー
ツ

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
運
動
を

行
い
ま
す
。

a
７
月
４
日
㈪
午
後
３
時
～
３

時
４５
分（
雨
天
中
止
）

b
都
立
六
仙
公
園（
中
央
町
三

丁
目
）

e
４
～
６
歳
の
未
就
学
児

f
先
着
１５
組

g
２
０
０
円

h
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物

k
l
都
立
野
川
公
園
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
２
２
・
３
１

・
６
４
５
７

野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店
を 

利
用
し
ま
せ
ん
か

　
野
菜
の
摂
取
目
標
量
は
１
日

３
５
０
㌘
以
上
で
す
。
多
摩
小

平
保
健
所
管
内
に
は
、
１
食
で

こ
の
約
３
分
の
１
に
当
た
る
１

２
０
㌘
以
上
が
食
べ
ら
れ
る
お

店「
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店
」が
８１
店

舗
あ
り
ま
す（
３
月
末
時
点
）。

健
康
的
な
食
生
活
に
欠
か
せ
な

い
野
菜
の
摂
取
量
ア
ッ
プ
に
繋

げ
る
た
め
、「
野
菜
メ
ニ
ュ
ー

店
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
※
店
舗
情
報

は
多
摩
小
平
保

健
所
n
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
店
募
集
中

　
野
菜
を
１
２
０
㌘
以
上
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る

お
店
が
対
象
で
す（「
デ
リ
バ
リ

ー
」や「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」の
野

菜
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る

お
店
も
可
）。
お
客
様
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

l
多
摩
小
平
保
健
所
生
活
環
境

安
全
課
保
健
栄
養
担
当
☎
０４２
・

４
５
０
・
３
１
１
１

（
８
面
へ
続
く
）

　相原農園は、市が開設する市民農園と異なり、農業者
が開設運営している農家開設型市民農園です。土に親し
み、野菜作りを楽しみませんか。
b相原農園（中央町 ５− ２−１１）
区画面積 １ 区画約２０㎡
利用期間 ９ 月 １ 日～ ７年 ７月末
　※契約更新は毎年度行います。
募集区画数４７区画
g １ 区画当たり年額 １万円（最終年は年額９，０００円）
※�農具、肥料、種、苗その他耕作に必要なものは利用者
の方の自己負担です。
i応募は １世帯につき １区画まで
j水道設備有り。駐車場がないため、徒歩または自転車、
公共交通機関で来られる方のみご応募ください
k ７ 月 １ 日㈮～１５日㈮に（必着）、必要事項を記入した申
込書（産業政策課窓口または市nから取得可）と１４０円分
の切手を貼った角 ２封筒（申込者の住所・氏名を記入）を
添付の上、〒２０３−８５５５、市役所産業政策課農政係宛て
郵送または直接同係へ（応募多数の場合は抽選）
l同係０４２・４７０・７７４３	

　市民の皆さんが文化活動を発表する場として親しまれている「市民文化祭」で、日頃の成果を発表しませんか。
　展示作品の詳しい内容など、詳細は市文化協会nをご覧ください。

第 ５１ 回市民文化祭参加者・参加団体募集第 ５１ 回市民文化祭参加者・参加団体募集第 ５１ 回市民文化祭参加者・参加団体募集第 ５１ 回市民文化祭参加者・参加団体募集
市文化協会n

a１０月１５日㈯～１１月２０日㈰
b生涯学習センター他（右表 １～ ３参照）
e市内で活動する団体および市内在住・在勤・
在学の方
i申し込みは部門ごとに １人 １点・ １人 １回ま
で。作品に対する破損盗難などの責任は一切負
いかねます。応募多数の場合は、相談の上、調
整させていただくことがあります
k ７ 月 ４ 日㈪～１５日㈮に（必着）、同協会n申し
込みフォームより申請、または各種展示・ホー
ル発表・催事の部門別の所定の申込書に必要事
項を記入の上、〒２０３−００５４、中央町 ２ − ６ −
２３、生涯学習センター内、市文化協会・文化祭
実行委員会事務局宛て郵送、o（０４２・４７７・
４７００）または直接同事務局（土曜・日曜日を含む
午前 ９時～午後 ５時）へ
　※�申告書は同協会nまたは同事務局窓口で取
得できます。

l同事務局☎０４２・４７７・４７００（第 ４ 月曜日を除
く月曜～金曜日の午前 ９時～午後 ５時）

表1 ﾎｰﾙ部門
(会場はいずれも生涯学習ｾﾝﾀｰ)
日程 名称

10月15日㈯
ｵｰプﾆﾝグ(式典)

特別企画

16日㈰ バﾚｴ&ダﾝｽの集い

22日㈯ 民謡民舞の集い

23日㈰ 邦楽の集い

29日㈯ 歌謡の集い

30日㈰ 太鼓と阿波踊りの集い

 11月3日 舞踊の集い

5日㈯ 大正琴の集い

6日㈰ ｴﾝﾀｰﾃｲﾅｰの集い

7日㈪ オペラソリストの集い

9日㈬
いきいき演芸大会

10日㈭

12日㈯ 吟剣詩舞の集い

13日㈰ 音楽の集い

19日㈯ ｺｰﾗｽの集い

20日㈰ ﾊﾜｲｱﾝ&ﾌﾗダﾝｽの
集い

表２　催事部門
日程 名称 会場

10月15日㈯
囲碁大会

生涯学習センター市民お茶会
演劇の集い

23日㈰ 朗読の集い 市民プラザホール
（市役所１階）

30日㈰ 社交ダンスの集い スポーツセンター

11月12日㈯
映画の集い

生涯学習センター
論語の集い

18日㈮ 市民飛入り句会 生涯学習センター

表３　展示部門
(会場はいずれも生涯学習センター)

日程 会　場　・　種　目
10月15日㈯～16日㈰ 【ロビー】華道展
10月18日㈫～23日㈰ 【学習室】書道展・ペン習字展・篆刻展
10月26日㈬～31日㈪ 【学習室】美術展

11月2日㈬～7日㈪
【学習室】手工芸・盆栽・絵てがみ・水墨画・高崎
市文化協会榛名支部作品展
【創作室】陶芸展

2日㈬～10日㈭ 【ロビー】社会を明るくする運動ポスター・書道展
12日㈯～20日㈰ 【ロビー】写真展

10月15日㈯～11月20日㈰ 【ロビー】市民文化祭ポスター展
※搬入時間は各展示実行委員会で設定（おおむね午後2時から）。
※最終日の展示は午後4時まで。

相原農園利用者募集相原農園利用者募集

多摩小平
保健所n

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
７
面
か
ら
続
く
）

第
45
回
住
宅
デ
ー

　
２
年
ぶ
り
と
な
る
住
宅
デ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
住
宅
相
談
、

包
丁
研
ぎ
、
工
作
教
室
、
カ
ン

ナ
削
り
体
験
な
ど
が
無
料
で
で

き
ま
す
。

a
７
月
３
日
㈰
正
午
〜
午
後
３

時（
大
雨
の
場
合
は
中
止
）

b
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

i
包
丁
研
ぎ
は
午
後
２
時
に
締

め
切
り
ま
す

j
事
前
に
検
温
な
ど
体
調
確
認

の
上
、
マ
ス
ク
着
用
で
来
場
を

l
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
清

瀬
久
留
米
支
部
☎
０４２
・
４
７
３

・
８
７
５
１

４
年
度
自
衛
官
等
の 

各
種
試
験
案
内

◎
一
般
曹
候
補
生（
現
場
で
働

く
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
方
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

の
方

受
付
期
間
７
月
１
日
㈮
〜
９
月

５
日
㈪

◎
自
衛
官
候
補
生（
現
場
で
働

く
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
た

い
方
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満

の
方

受
付
期
間
年
間
を
通
じ
て
実
施

◎
航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

コ
ー
ス
）

応
募
資
格
▼
海
上
自
衛
隊
＝
１８

歳
以
上
２３
歳
未
満
で
高
卒
者

（
見
込
み
含
む
）▼
航
空
自
衛
隊

＝
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満
で
高
卒

者（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間
７
月
１
日
㈮
〜
９
月

８
日
㈭

◎
防
衛
大
学
校（
幹
部
自
衛
官

に
な
る
コ
ー
ス
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

の
方

受
付
期
間
７
月
１
日
㈮
〜
１０
月

２６
日
㈬（
そ
の
他
条
件
有
り
）

◎
防
衛
医
科
大
学（
医
師
、
看

護
師
の
コ
ー
ス
）

応
募
資
格
１８
歳
以
上
２１
歳
未
満

で
高
卒
者（
見
込
み
含
む
）

受
付
期
間
▼
医
師
の
コ
ー
ス
＝

７
月
１
日
㈮
〜
１０
月
１２
日
㈬
▼

看
護
師
の
コ
ー
ス
＝
７
月
１
日

㈮
〜
１０
月
５
日
㈬

i
各
種
目
の
試
験
日
に
関
し
て

は
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
応
募
資
格
、
受
付
期
間
、

資
料
請
求
な
ど
、
自
衛
官
等
採

用
に
関
す
る
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

l
防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協

力
本
部
国
分
寺
募
集
案
内
所
・

甲
斐
☎
０４２
・
３
２
４
・
１
０
１

０
、
m（tokyo.pco.kokub�

unji@
rct.gsdf.m

od.go.j�
p

）社
会
福
祉
協
議
会
公
式

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ォ
ロ
ー
・ 

友
だ
ち
募
集

　
各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
の
福
祉
活
動
を
随
時
発
信
し

て
い
ま
す
。
社
協
だ
よ
り
や
n

で
は
掲
載
し
て
い
な
い「
つ
ぶ

や
き
情
報
」も
好
評
で
す
。

i
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
情
報
発
信
の
み

を
行
い
、
原
則
と
し
て
い
た
だ

い
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
返
信
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

いl
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５
・
０
７
３

９

会 員 募 集
◆東久留米市山岳連盟＝a月 ２～ ３回。
土曜または日曜日午前 ７時～午後 ５時他
b奥武蔵、奥多摩、秩父などの山々g入
会金５００円、会費月７００円他j近郊の山々
にふれて、楽しみや喜びを見つけ健やか
な体を作ろうl中山☎０９０・４６７５・７１４８
◆居合・棒・合気術（練

れん

心
しん

武
ぶ

友
ゆう

会
かい

）＝a毎
週日曜日午前１１時半～午後 ５時４０分bス
ポーツセンターg入会金３，０００円、会費
月３，０００円j小学生以上の方、経験のな
い方、誰でもできますl細谷☎０４２・４２１
・４０７５
◆カラオケ（ひまわりクラブ）＝a月 ２回。
水曜日午前１０時～正午b東部地域センタ
ー １ 階音楽室g入会金１，０００円、会費月�
２，０００円jプロの作曲家先生が歌の基礎
から親切丁寧に指導、初心者歓迎見学可
l荒川☎０４２・４７７・４３１８
◆大正琴（和

なごみ

会）＝a月 ２回。月曜・木曜
日午前１０時～午後 ４時b八幡町地区セン
ター他g入会金１，５００円、会費月３，５００円
他j数字譜でどなたも簡単に弾けます。
初心者歓迎。無料講習、見学可l久保☎
０９０・７７３９・０３３０
◆冨岡カラオケ教室＝a月 ２回。月曜日
午後 １時～ ３時b東部地域センターg入
会金１，０００円、会費月１，７００円j先生はア
マチュアですが作詞作曲をします。ピア
ノ伴奏で覚えられますl中島☎０９０・

４００３・１３４９
◆体操（男組）＝a月 ３回。水曜日または
木曜日午後 １時～ ２時他b市内の協力接
骨院・整骨院g会費月１，５００円他j男性
だけの体操グループです。専門講師と一
緒に体操を行いますl永渕☎０４２・４７４・
７４８１
◆マージャン（アザミの会）＝a毎週水曜
日午後 ０時半〜 ５時b滝山団地西集会所
g会費月１，０００円他j高齢者の健康マー
ジャンですl永田☎０４２・４７７・８４７７
◆来

く る め

梅書道会＝a月 ４回。土曜日午後 ０
時４０分〜 ３時４０分他b生涯学習センター
g入会金２，０００円、会費月３，０００円j趣味
の一つに書道を加えてみませんか。中学
生以上、見学体験可l佐

さ

嵜
ざき

☎０９０・９８４７
・８６２４
◆車いすダンス（サンフラワー）＝a月 ２
回。土曜日午前１０時〜正午bさいわい福
祉センターg会費 １ 回２００円j松葉杖、
ステッキ、足元が不安な方も車いすに座
って踊りましょうl松本☎０４２・４７３・
９７０９
◆東久留米市ラジオ体操クラブ＝a毎日
（雨天中止）午前 ６時２０分～ ６時５０分bイ
オンモール東久留米A駐車場g会費年�
１，２００円jラジオ体操で心と身体の健康
増進を。日曜祭日も実施。お申し込みは
現地にて受け付けl久保☎０４２・４６４・
２７１４
◆マジックBOX＝a第 １・第 ３ 木曜日
午後 ７時～ ９時b生涯学習センターg入
会金１，０００円、会費月１，０００円j初心者歓
迎。一度出席しただけで、あなたもマジ

シャンに大変身l松沢☎０４２・４７１・６０２２
◆東久留米市盲人会＝a月 １ 回（曜日・
時間不定）b不定g会費年４，０００円他j原
則は、視覚障害者で、市内に住む人の会
ですl大塚☎０９０・２３３９・２９２７
◆詩吟詩

し

心
しん

流
りゅう

＝a月 ２回。火曜日午後 １
時半～ ４時他b西部地域センターg入会
金５００円、会費年１，２００円j詩吟の発声か
ら教えます。発表会は年 ３回以上生涯学
習センターホール他でl有

あり

賀
が

☎０４２・４７２
・５８０４
◆あおぞら健康麻雀＝a毎週水曜日午前
６時～ ８時b白山公園j青空のもと元気
に頭の体操健康麻雀！初心者大歓迎！雨
天中止l徳永☎０８０・４６７０・１１１０
◆フラダンス（レイモミクラブ）＝a月 ２
回。日曜日午前１０時～１１時半b西部地域
センターg入会金１，０００円、会費月２，０００
円jフラストレッチ中心、下半身強化・
美しい姿勢が目標のシニアの方向け健康
フラl小林☎０９０・２６６７・７１０６
◆現代英語学習会＝a月 ４回。土曜また
は日曜日午前１０時１５分〜１１時４５分b東部
地域センターg月２，０００円j英米の英文
記事を読み、英語と内容を味わう中上級
レベルの学習会l忍田☎０４２・４７３・２０９５
◆健康野球軍団ブラックキャッツ＝a毎
週木曜日午前 ８時半～正午b滝山球場g
会費月１，０００円他j好きだった野球をプ
レーしましょう。６０～７５歳の健康な方、
仲間・同志募集。紅白戦見学可l佐藤☎
０９０・８００６・７８２３
◆カラオケ練習（ウイング）＝a月 ４回。
木曜日午後 ０時４０分〜 ３時半他b生涯学

習センター他g入会金１，０００円、会費月�
２，０００円j男性女性の課題曲の練習、
十八番は好きな曲が画面に出るので安心
l富田☎０４２・４４６・８４７５
◆読み聞かせ（朗読の会）＝a月 ２回。第
１・第 ３火曜日午後 １時〜 ４時b西団地
２５号棟集会所（アコレ裏）g入会金５００円、
会費 １ 回２００円j五

い

十
そ

島
じま

帆
はん

の人情時代小
説を持廻りで朗読する。歴史の勉強と文
章力をつけるl五

ご

島
とう

☎０８０・１１３６・２０９３
◆水彩画（エビス絵画）＝a月 ２回。金曜
日午前１０時～正午b生涯学習センターg
入会金３，０００円、会費月４，０００円j静物、
風景、人物など身近なものを描く。初心
者歓迎l村田☎０９０・５５３４・８５３８

催 し
◆４０周年記念★多言語ワークショップ

（ヒッポファミリークラブ東久留米）＝
ab ７ 月２４日㈰午後 ２時～ ３時半、成美
教育文化会館。 ７月３０日㈯午前１０時～１１
時半、南部地域センターjどなたでも参
加可。乳幼児親子連れ歓迎。要申し込み
l平澤☎０８０・３４８３・８２５９
◆ミュージカル「魔女バンバ」（東久留米
こどもミュージカル）＝a ８ 月１４日㈰①
午後 ０時半から②午後 ４時半からb保谷
こもれびホールg入場料２，０００円j全席
指定席。 ３歳未満のお子さんは要問い合
わせl程

ほど

田
た

☎０９０・８０４９・５９６５

市 民 伝 言 板

Facebook

YouTube

LINE

Twitter

a ９ 月 ７ 日～１２月１４日の毎週水曜日午前１０時～正午
bcd右表参照
e市内在住・在勤・在学で、講座に１０回以上出席で
きる方
f５０人
　※�内２０人は会場定員が削減された場合に受講でき
ない条件付きのため、３０人超で抽選となります。

　　抽選は ７月２０日㈬午後 １時半から市文化協会で。
g受講料２，０００円
h筆記用具
j駐車場に限りあり。公共交通機関の利用をおすす
めします
k ７ 月 １ 日㈮～１５日㈮に（必着）、郵送または市文化
協会nで。郵送の場合、通常はがきに住所・氏名・
年代・性別・電話番号を記入の上、〒２０３−００５４、
中央町 ２− ６ー２３、生涯学習センター内、同協会事
務局「市民大学中期コース」係宛て郵送を
l同協会事務局☎０４２・４７７・４７００

市民大学中期コース日程表
回 月日 区分 内容 講師など（敬称略）

1 9月7日 開講式 開講式(挨拶・オリエンテーション・自
己紹介） 市民大学運営委員会

2 9月14日 公開講座（市民プラザ） 落語の舞台から見た法律～憲法を学ぶ～ 菅原貴与志氏（弁護士・慶應義塾大学教授）
3 9月21日 公開講座（市民プラザ） 海から見る地球 武本匡弘氏（環境活動家）

4 9月28日 講義 魚食のすすめ 佐藤安紀子氏（NPO海のくに・日本
副理事長）

5 10月5日 講義 あっと驚く身体の知識 鈴木敬祐氏（柔道整復師）

6 10月12日 講義 平家琵琶で聴く平家物語
～古の風に浸り物語を体感する～

片山典子氏（前田流平家詞曲相伝平家琵琶普
及会会員）

7 10月19日 講義（自由学園）
学校から社会へ
～『自由学園一一〇〇年史』にみる地域社会
との関わり～

村上民氏（自由学園資料室主任研究員・
自由学園100年史編纂委員）

8 10月26日 講義（成美教育文化会館） 縄文とくるめと日本列島
～ユニークな日本列島人のへその緒～ 井口直司氏（市郷土資料室特任学芸員）

9 11月2日 講義（成美教育文化会館） 独ソ戦―ウクライナ侵攻につながる史上
最大の地上戦

長田浩一氏（元時事通信社フランクフルト特
派員）

10 11月9日 講義（成美教育文化会館） 日本・ユダヤ比較文化論 久保田修介氏（山形大学客員教授・工学博士）

11 11月16日 公開講座
（生涯学習センター）

母の味・私の味・息子の味
～家庭料理を伝える私の思い～ 杵島直美氏（料理研究家）

12 11月30日 講義 JAってどんな仕事をしているの？ 武内孝文氏（JA東京みらい総合企画部長）
13 12月7日 講義 考えようもっと面白い農業 遠藤清美氏（グリーンファーム東久留米・園主）
14 12月14日 閉講式 意見交換会・閉講式 市民大学運営委員会
※会場は原則生涯学習センターホール。第７回講座は自由学園校内、第８～１０回講座は成美教育文化会館。
※公開講座（第２・３・11回）は無料で当日参加可能。会場は市民プラザホール（市役所1階）他。手話通訳あり。

市文化協会n
市民大学中期コース受講生募集～学びを通して暮らしと文化を高めよう～市民大学中期コース受講生募集～学びを通して暮らしと文化を高めよう～
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

官公署など



（１０面から続く）

akiヨガレッスン

　気持ち穏やかに、リラックスした
気分が心地よいヨガのレッスン。姿
勢と呼吸、心を整えて、理想の自分
を目指しましょう。
a ７ 月２５日㈪午後 ５時半～ ６時半b
市民プラザホール（市役所 １階）f１８
人（要予約）daki氏（YMCメディカ
ルトレーナー他）g５００円（当日集金）
h飲み物、タオルj動きやすい服装、
マスク着用でk ７ 月 １ 日㈮午前 ９時
から電話または市民プラザ窓口でl
市民プラザ☎０４２・４７０・７８１３

夏季ジュニアテニス（硬式）教室

a全 ４回。 ７月２６日、 ８月 ２日・ ９
日・１６日（予備日 ８月２３日）のいずれ
も火曜日午前 ９ 時～１１時（ ８ 時４５分
集合）b小山テニスコートe市内在
住の小学 ５年生～中学 ３年生でテニ
スに興味のある方（初心者可。初心
者と経験者はクラスを分けます）f
４０人（応募多数の場合は抽選）g無料
hタオル、飲み物、ラケット（ない
方には貸し出します）j運動できる
服装で。主催は市体育協会・都体育
協会、主管は市テニス連盟k ７ 月１３
日㈬までに（消印有効）、往復はがき
に教室名・住所・氏名・電話番号・
学校名・学年（返信用にも住所・氏名）
を記入の上、〒２０３ー００１１、大門町
２ー１４ー３７、スポーツセンター内、
市体育協会事務局宛て郵送を（電話
申し込み不可）l同協会事務局☎０４２
・４７０・２７２２

く ら し

民事調停の利用相談会 
話し合いDEもめごと解決

　「調停」は、裁判所の調停委員が間
に入って話し合いにより紛争解決を
図る簡単で便利な方法です。土地建
物、近隣関係、借地借家、金銭問題、

交通事故などの「民事上のもめごと」
について、裁判所の調停委員（弁護
士も含む）が調停制度の手続き、利
用方法に関して相談に応じます。
a ７ 月１４日㈭午後 １ 時半～ ４ 時半
（受け付けは ４時まで）b市民プラザ
会議室（市役所 １階）g無料k当日会
場でl武蔵野民事調停協会事務局
（三多摩法律事務所・小林克信弁護
士）☎０４２・５２４・４３２１（月曜～金曜日
午前１０時～午後 ５時）

情報発信セミナー

　地域産業推進協議会では、個人経
営者や個人店舗の振興を図るための
セミナーを開催します。一緒にSNS
情報発信スキルを学びませんか。詳
細は市nをご覧ください。
a ７ 月２３日㈯午後 ２時～ ４時bスポ
ーツセンター第 １・第 ２ 会議室
eSNSのアカウントをお持ちで、自
身の店舗・農園・事業・活動や東久
留米の魅力を効果的に発信したい市
内事業者の方f３０人（応募多数の場
合は抽選）d若林勇貴氏（株式会社ク
リエイティブナッツ）g無料hSNS
を使用している端末（スマートフォ
ンなど）i通信手段はご自身で準備
を（会場にWi-F i環境
はありません）k ７ 月
８ 日㈮までに市の申し
込みフォームでl産業
政策課振興企画係☎
０４２・４７０・７７４３

森の体験塾 
なぎさ体験塾特別版

　東久留米市・東村山市の小学生と
一緒に、山や川でのさまざまな体験
を通して子どもたちの豊かな人間性
や社会性を育みます。
a▼事前説明会＝ ８ 月 ７ 日㈰（時間
は申し込みの結果通知でお知らせし
ます）▼実施日＝ ８ 月２２日㈪（午前 ７
時集合、午後 ７ 時解散予定）b▼事
前説明会＝東村山市役所▼実施場所

＝山梨県北都留郡小菅村平山キャン
プ場（東村山市民センター〈東村山市
役所前〉出発、東久留米市役所解散）
c川遊び、工作体験などe市内在住
の小学 ５・ ６年生で、事前説明会に
必ず参加できる児童f２０人（応募多
数の場合は抽選し、 ７月下旬に応募
者全員に結果を通知します。東村山
市からも２０人参加予定）g４，０００円
（施設使用料、バス代、保険料など）
i事前説明会後にキャンセルする場
合は返金できませんj引率は各市の
教育委員会職員、東村山市青少年委
員・リーダー・看護師他k ７ 月２０日
㈬までに（必着）、往復はがき（ １ 人
１枚）またはm（shogaigakushu@
city.higashikurume.lg.jp）に、住
所・氏名（ふりがな）・学校名・学年
・性別・電話番号（必須）を記入（郵
送の場合は返信用にも住所・氏名を
記入）の上、〒２０３－
８５５５、市役所生涯学習
課宛て郵送または送信
もしくは申し込みフォ
ームから申し込みをl
同課☎０４２・４７０・７７８４

普通救命講習

　消防隊員による心肺蘇生法、
AED（自動体外式除細動器）の使用
方法、窒息の手当て、止血法を学び
ます。主催はスポーツセンター。
a ７ 月２５日㈪午前 ９時半～午後 ０時
半bスポーツセンター第 １武道場e
市内在住・在勤・在学で高校生以上
の方f先着２０人g１，５００円（教材費）
h筆記用具j動きやすい服装（スカ
ート不可）で。後日、認定書を発行
しますk ７ 月１５日㈮までに電話また
は同センター窓口でl同センター☎
０４２・４７０・７９００

食事が自分で選べるランチショー

a ７ 月１７日㈰午前１１時～午後 ２時頃
（食事の注文は午前１１時半まで）bデ
イサービスアルゴ参番館（滝山 ４ー
１ー４０）c市社会福祉協議会に登録
しているボランティアパフォーマー

の方々のショーを楽しみながら、市
内の人気飲食店 ４店舗の料理を自分
で選んで食べられるランチショー
（料理はお弁当での提供です）e市民
の方f先着３０人gランチ代（実費）i
参加希望の方は１１時半までに会場に
お越しください。満席・相席の場合
ありk当日会場でl産業政策課労政
商工係☎０４２・４７０・７７４３

ごみのゆくえを知ろう！ 
「夏休み処分場見学会」

　夏休み恒例の処分場バス見学会を
開催します。皆さんの出したごみが
どのように処理されているのか、確
かめてみませんか。
a① ８月 ４日㈭②１８日㈭③２３日㈫、
各日おおむね午前 ８時半～午後 ５時
半b▼見学先＝①八王子市戸吹クリ
ーンセンター・二ツ塚処分場・谷戸
沢処分場②武蔵野クリーンセンター
・二ツ塚処分場・谷戸沢処分場③浅
川清流環境組合・二ツ塚処分場・谷
戸沢処分場▼集合・解散＝①JR八
王子駅付近②JR三鷹駅付近③立川
北口公園付近eどなたでも（小学 ４
年～ ６年生と保護者のペアでの参加
を推奨）f各２０人（応募多数の場合は
抽選）g １ 人５００円（昼食代。当日集
金）i当日は取材で写真撮影やイン
タビューにご協力いただくことがあ
ります。また、内容は公開される場
合がありますので、ご了承ください
k①～③いずれも ７月２０日㈬までに
（必着）、官製はがきに「夏休み処分
場見学会参加希望」と明記し、参加
される方全員の氏名（ふりがな）・年
齢・性別・住所・電話番号（日中連
絡のとれる番号）・参加希望日を記
入の上、〒１９０−０１８１、西多摩郡日
の出町大字大久野７６４２番地、東京た
ま広域資源循環組合「夏休み処分場
見学会」係宛て郵送ま
たは同組合nの夏休み
処分場見学会申し込み
フォームより申し込み
をl同組合☎０４２・５９７
・６１５２

ガラケーのサービス終了とスマー
トフォンを契約するときの注意点

Ｑ．二つ折りの携帯電話（ガラケ
ー）はいつまで使えますか。また、
スマートフォンに切り替える場合
の注意点を教えてください。
Ａ．ガラケーは、古い回線方式で
ある ３ G回線を使用している端末
が多く、携帯電話会社によります
が、令和 ８年 ３ 月末までに、 ３ G
回線のサービスが終了する予定で
す。 ３ G回線の終了とともに、ガ
ラケーからスマホの切り替えが高
まると思われます。スマホには、
アンドロイドとiPhoneの ２ 種類
があり、アンドロイドには、シニ
ア向けの機種がありますが、

iPhoneにはありません。格安ス
マホも普及してきましたが、問い
合わせ方法が電話やメールなどに
限られている場合があるので、契
約前にサポート体制を確認しまし
ょう。故障したときに割安で修理
に出せるサービスなどもつけられ
ますが、月々の追加料金がかかる
ため、必要かどうかよく説明を聞
いて判断しましょう。携帯電話の
通信サービスの契約は、契約書面
の受領日もしくはサービス提供開
始日のいずれか遅い日を初日とし
て ８日以内であれば、解約料なく
契約解除ができる制度があります
が、端末は対象外です。契約解除
を希望する場合は速やかに申し出
ましょう。
《消費者相談》
●平日の午前１０時〜正午、午後 １
時〜 ４ 時＝市消費者センター☎
０４２・４７３・４５０５
●平日および土曜・日曜日、祝日
の午前１０時〜午後 ４時＝消費者ホ
ットライン☎１８８

　榛名湖畔では、 ７月中旬から ８月上旬に
かけて「ゆうすげの花」が沼ノ原の草原一帯
に咲き出します。ゆうすげの花はきれいな
レモン色で、ほのかな香りがします。日が
暮れる頃咲き始め、翌日の午前中にしぼん
でしまう一夜花です。 １ m以上の長い花茎
に５０㎝ほどの細長い葉をつけ、花茎の先は
枝分かれして複数の花を咲かせます。
　また、 ７月上旬から中旬頃、湖畔ではゲンジボタルが光を放ち、幻想
的な光景を創り出します。ホタルが比較的よく見られるのは、晴れて風
がなく天気の良い蒸し暑い夜で、午後 ８時〜 ９時頃にかけてがピークと
なります。観光案内所付近で見られることが多いので、懐中電灯を点け
て足元に注意しながら静かに近づいてみてください。
　夏の夜、可憐なゆうすげの花や美しいホタルを見に出かけてみてはい
かがでしょうか。
l榛名観光協会☎０２７・３７４・５１１１
　☎０２７・３７４・６７１２（月曜～金曜日午前 ８時半～午後 ５時１５分）
　☎０２７・３７４・５１１１（土曜・日曜日、祝日午前 ８時半～午後 ５時１５分）
� （高崎市榛名支所地域振興課）

榛名湖畔のゆうすげの花とホタル

本市と群馬県高崎市榛名地域
は地域間交流を行っています榛 名 だ よ り

榛名富士とゆうすげの花

申し込みフォーム

同組合n

申し込みフォーム

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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文 　 化

東久留米のたなばた2022

　市民プラザ、西部・東部・南部の
地域センターでは、七夕の笹を置い
ています。短冊に夢や願いをお寄せ
ください。
a募集・展示期間＝ 7 月15日㈮まで
b市役所 1 階屋内ひろば（市民プラ
ザ）、各地域センターロビーc各館
に用意された短冊に、皆さんの願い
を書いていただき、七夕飾りとして
展示しますi車での来場不可l市民
プラザ☎042・470・７813、西部地域
センター☎042・471・7210、東部地
域センター☎042・470・8020、南部
地域センター☎042・451・2021

和太鼓ワークショップ

　毎月開催している放課後講座の特
別版として、「まろにえ祭り2022」内
で和太鼓ワークショップを開催しま
す。
a 7 月24日㈰午前10時～11時半がワ
ークショップ、午後 ０時40分からが
ロビーパフォーマンス（予定）b生涯
学習センターホールフラットcどな
たでも参加できる和太鼓体験ワーク
ショップ。ワークショップの成果を
最後にパフォーマンスステージで披
露しますf先着30人d井上玲子氏
（楽鼓代表）g500円hタオル、飲み
物j動きやすい服装でk 7 月 1 日㈮
午前 9 時から電話（☎042・473・
7811）または同センター（第 4月曜日
を除く午前 9 時～午後 9 時）でl同
センター

東部演芸館 
「なごえり」コンサートⅡ

　 3月に東部地域センターで好評の
うちに閉幕した「なごえりコンサー
ト」。再演の要望にお応えして開催
します。
a 7 月31日㈰午後 2 時開演（ 1 時40
分開場）b東部地域センター講習室

c昭和の名曲と唱歌で夏の午後を楽
しみませんか▼予定曲＝「精霊流し」、
「見上げてごらん夜の星を」他f先着
７0人g500円（前売り）i車での来場
不可j来場の際は検温、手指の消毒、
マスクの着用をk 7 月 1 日㈮午前 9
時から電話（☎042・470・8020）で同
センターへl同センター

「子どもと大人の体験塾朗読劇」 
参加者募集

　朗読劇のテーマは「夏の雲は忘れ
な い」～ ヒ ロ シ マ・ ナ ガ サ キ
一九四五年～。平和学習と共に本格
的な演劇が体験できます。プロと一
緒に基礎から練習し、最後はホール
で発表しましょう。詳細は市文化協
会nをご覧ください。主催は同協会、
後援は市。
ac▼練習日＝土曜日午後の日が 7
月30日、 8月 6日・13日午後 1時～
3時。月曜日夜間の日が 8月 1日・
8 日・15日午後 6 時～ 9 時（夜間の
練習に参加する小学生は保護者同伴
で）▼リハーサル日＝ 8 月19日㈮午
後 1時集合、舞台リハーサル▼舞台
発表日＝ 8 月20日㈯午後 1時集合、
最終リハーサル。午後 ６時半、舞台
発表（本番）b生涯学習センターe練
習日のうち 3日以上と舞台発表日に
参加可能な市内在住・在学（小学生
以上）・在勤の方d眞喜志康壮氏（演
劇ひろば）g小学生〜大学生300円、
大人500円i 7 月30日（初回）または
8月 1日はできる限り出席をk 7 月
15日㈮までに（必着）、同協会nまた
ははがきで同協会宛て
郵送をl同協会☎042
・477・4700または演
劇ひろば・眞喜志☎
070・6468・3179

夏休み学習室

　夏休み期間中、市民の皆さんの自
主学習の場として生涯学習センター
の一部の学習室を開放します。夏休
みの宿題や、受験勉強など、学生は

もちろん、大人の方までご利用いた
だけますので、ぜひご活用ください。
a 7 月20日㈬～ 8月31日㈬の午前 9
時～午後 6 時（ 7 月25日㈪・ 8 月22
日㈪を除く）b生涯学習センター学
習室e小学生以上（未就学児の入場
不可）i空き状況・入室者数によっ
ては利用できない場合あり。利用で
きる学習室や日時などの詳細は、同
センターnまたは同センター内掲示
で確認をk開放期間中に同センター
窓口でl同センター☎042・473・
7811（午前 9時～午後 9時）

ス ポ ー ツ

ニュースポーツデー

　誰でも気軽にできるスポーツが体
験できます。
a 7 月 9 日㈯午前10時～午後 2時b
スポーツセンターcボッチャ、ミニ
テニス、ラージボール卓球、ユニカ
ール、ソフトバレーボール、スカッ
トボール、ネオテニス他g100円（未
就学児無料）h室内履き（運動ができ
る靴）j運動ができる服装、マスク
着用でk当日会場でl生涯学習課☎
042・470・7784

クライミング体験会

a 7 月12日㈫、 9月13日㈫のいずれ
も午後 7時～ 9時bスポーツセンタ
ーcトップロープによるスポーツク
ライミング体験e高校生以上のクラ
イミング初心者f10人程度g500円
h靴下（シューズ貸出のため）j市山
岳連盟主催k当日会場でl同連盟・
藤重☎090・4240・6393

第52回ソフトテニス市内団体戦

a 7 月17日㈰午前 8時半から受け付
け（予備日 7月18日）b市立テニスコ
ートc種目＝一般男子、一般女子。
いずれも 3組で 1チームe原則市内
在住・在勤・在学・在クラブの方
g3，000円（ 1チーム）j市ソフトテ
ニス連盟主催kl 7 月 9 日㈯までに

同連盟・土井☎0429・95・0216へ

東部「ヨガ教室」

　自粛疲れ、日々のストレス発散に
専門のインストラクターの指導の下、
「ヨガ」を初めてみませんか。血行を
良くし、肩こり・腰痛改善、ダイエ
ット、美肌効果などが期待できます。
a 7 月24日㈰午後 1時～ 2時と午後
2時半～ 3時半b大門町地区センタ
ーf各先着12人d中村陽子氏（YMC
メディカルトレーナー他）g各500円
（当日集金）hヨガマット、飲み物、
タオルjマスク着用でk 7 月 1 日㈮
午前 9時から電話または東部地域セ
ンターでl東部地域センター☎042
・470・8020

夏期短期水泳教室

　 5日間の集中レッスンで効果的に
泳力向上を目指します。
aコース別。①・② 8月 1日～ 5日、
③・④ 8月 8日～12日、⑤・⑥ 8月
15日～19日。①・③・⑤午前 7時半
～ 8時半、②・④・⑥午前 8時半～
9時半bスポーツセンターe 5 ～12
歳の方（同センタースイミング教室
にすでに通っている方で①・③・⑤
は中級 5級以上も可、②・④・⑥は
中級 6 級まで）f各コース先着30人
g4，400円と施設使用料 5日分j東
京ドームグループの泳力判定により
実施。種目などの希望は考慮不可
k 7 月 3 日㈰午前10時から申し込み
代金を持参して直接同センターで。
参加経験者は申し込み時点の認定級
を記入してくださいl同センター☎
042・470・7900

　この事業は 4年度文化芸術振興費補助金を活用して次
の教室を開催するものです。
　詳しくは下表の実施団体へお問い合わせください。

4年度文化庁伝統文化親子教室事業

教室名（実施団体） 内容 開催日時 場所 対象 定員 持ち物 費用 申し込み 問い合わせ

伝統文化体験・こども日本舞踊
体験教室
（東久留米はなみずき会）

日本舞踊に対する理解を広め、
古来の表現を学ぶ

７月１０日・２４日、８月２８日、９月１１
日・２５日、１０月９日・２３日、１１月５
日・６日のいずれも日曜日（１１月５日の
み土曜日）午後１時～５時

わくわく
健康プラザ

３歳～高校生

先着
２０人

浴衣、着物、帯、紐、
足袋、舞扇子

基本無料
※飲食や個人
的なものは実
費負担

７月１日㈮から、m
（sobu777jp- toky�
o@yahoo.co.jp）に教
室名・氏名・住所・電
話番号・学校名・学年
を記入の上、創舞流事
務局宛てに送信を

創舞流事務局
☎０９０・１５０６・０６３０
またはm（sobu777�
jp-tokyo@yahoo.
co.jp）

ひばりヶ丘こども日本舞踊教室
（こども日本舞踊錦泉会）

古典舞踊を中心に日本古来の日
舞に触れ、基本動作・姿勢・礼
儀作法を学ぶ

７月２日・１６日、８月６日・２０日、９
月３日・１７日、１０月１日・１５日・２９
日、１１月５日・６日のいずれも土曜日
（１１月６日のみ日曜日）午後１時～５時

南部地域
センター

先着
１０人

放課後こども日本舞踊教室
（東久留米市伝統文化体験華鈴
会）

平日の放課後と夏休みを利用
し、子ども達に日本の伝統文化
を体験してもらう

７月６日㈬・２０日㈬、８月３日㈬、９
月７日㈬・２１日㈬、１０月５日㈬・１９日
㈬、１１月２日㈬・５日㈯・６日㈰のい
ずれも午後４時～７時半

生涯学習
センター

先着
２０人

七夕行事体験教室
（日本文化伝承教室実行委員会）

七夕の花を生け、祭り行事と雅
楽体験、行事の茶会について全
３回で学ぶ

７月２８日㈭・２９日㈮・３０日㈯のいずれ
も午後２時～４時

創美流
華道会館
（前沢５－
７－２７）

小学生～
高校生

先着
１０人

筆記用具、エプロ
ン、白い靴下、ベル
トまたは腰紐、新聞
紙、ふきん

２，０００円
（茶菓代・花
代・資料費）

７月１日㈮から、o
（０４２・４７１・１６１６）ま
たはm（soubi@car .
ocn.ne.jp）に教室名
・氏名・住所・電話番
号・学校名・学年・生
年月日（和暦）を記入の
上、創美流華道会館宛
てに送信を

創美流華道会館・渡邊
☎０４２・４７１・４０２２

茶道文化に親しむ子ども教室
（全国渡辺会）

お抹茶の点て方など茶道の基本
を全５回で学ぶ

８月１日㈪・８日㈪・１５日㈪・１８日㈭
・２２日㈪のいずれも午後１時半～３時
半

先着
１０人

筆記用具、白い靴
下、ベルトまたは腰
紐

２，５００円
（茶菓代・資
料費）

東久留米子ども雅楽教室
（東久留米雅楽会）

雅楽器の龍
りゅうてき
笛、篳

ひちりき
篥、笙

しょう
の奏法

を全７回で学ぶ
８月７日・１４日・２１日・２８日、９月４
日・１８日・２５日のいずれも日曜日午後
４時～６時

小学３年生～
高校生

先着
１０人

筆記用具、タオル、
靴下 無料

子どもいけばな教室
（創美流鴻月會）

季節の花を生ける楽しみを全
１０回で学ぶ

８月１１日 ・２４日㈬、９月１１日㈰・２５
日㈰、１０月８日㈯・３０日㈰、１１月１３日
㈰、１２月４日㈰・１８日㈰、５年１月２日

のいずれも午後１時～２時半（１月
２日のみ午前10時半〜正午） 小学生～

高校生

先着
１０人

筆記用具、エプロ
ン、靴下、新聞紙、
ふきん

１回１，０００円
（花代・資料
費）

伝統文化東久留米いけばな体験
教室
（東久留米いけばな普及教室実
行委員会）

四季の花を用いて華道技術を全
１０回で習得する

８月１１日 ・２４日㈬、９月１１日㈰・
２５日㈰、１０月８日㈯・３０日㈰、１１月
１３日㈰、１２月４日㈰・１８日㈰、５年１
月２２日㈰のいずれも午前９時半～１１時

先着
１０人

筆記用具、エプロ
ン、靴下、新聞紙、
ふきん

１回１，6００円
（花代・資料
費）

同協会n

� （ 9面へ続く）

７ 月 ９ 日㈯のジュニアクライミン
グ体験教室中止のお知らせ
　広報 ６月１５日号 ６面でお知らせ
した同体験教室の ７月 ９日㈯の教
室は、会場で選挙開票準備が行わ
れるため、中止となります。l市
体育協会事務局☎０４２・４７０・２７２２
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4．7．1
イベント・講座



（12面から続く）
子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■赤ちゃんとお母さんの音のコミュ
ニケーションワーク
a ７ 月１３日㈬午前１０時半～１１時半e
０ 歳児と保護者f ８ 組d炭田契恵子
氏k ７ 月 ６ 日㈬午前１０時から電話ま
たは来館で
■おはなしの日
a１３日㈬午後 ３時４５分～ ４時１５分c
絵本の読み聞かせや素話e小学生f
１０人d水曜おはなし会k当日会場で
■幼児のつどい
a１４日㈭午前１０時半からと１１時１０分
からの ２部制cスタンプ遊び・ ７月
誕生日会e ２ ～ ４ 歳児と保護者f各
１５組k ７ 月 ８ 日㈮午後 １時半から電
話で
■ひばCAFE
a１５日㈮午前１０時半～１１時半cひば
り保育園の看護師とお話ししましょ
うe乳幼児と保護者f ８ 組k ７ 月 ８
日㈮午前１０時から電話または来館で
■ぴよぴよママの会
a２０日㈬午前１０時～１１時半c体重測
定・育児相談e ０ 歳児と保護者f１２
組d助産師hバスタオル、母子健康
手帳k ７ 月１３日㈬午前１０時から電話
または来館で

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■わくわく赤ちゃん広場
ae ７ 月１３日㈬が「ねんねの会」０～
６ カ月児、 ７ 月２７日㈬が「はいはい

の会」７～１２カ月児、いずれも午前
１０時～１１時半b同センター地域活動
室c触れ合い遊び、体重測定、情報
交換f各 ６組dねんねの会が助産師、
はいはいの会が栄養士hバスタオル
j兄姉の保育あり。先着 ３ 人（要予
約）k ７ 月 ６ 日㈬午前１０時から電話
または同センターで
■本村小なかよし広場
a ７ 月 １ 日㈮午前１０時～１１時半b本
村小学校 １階相談室cお子さんと遊
びながら育児の情報交換e乳幼児と
保護者i徒歩か自転車で来場をk当
日会場で
■わくわくおはなし広場
a ７ 月２５日㈪午前１１時～１１時半b同
センター地域活動室c乳幼児向けの
絵本の読み聞かせ、ペープサート・
手遊びや親子の触れ合い遊びe ０ 歳
児～未就学児と保護者f ６ 組k ７ 月
１１日㈪午前１０時から電話または同セ
ンターで
■十小なかよし広場
a ７ 月１５日㈮午前１０時～１１時半b第
十小学校 １階ランチルームcお子さ
んと遊びながら育児の情報交換。育
児相談も受けますe乳幼児と保護者
i徒歩か自転車で来場をk当日会場
で

地域子ども家庭支援センター上の原
上の原1-2-44　☎042・420・9011

■小山小・六小なかよし広場
ab ７ 月１２日㈫が第六小学校プレイ
ルーム、14日㈭が小山小学校視聴覚
室、いずれも午前１０時～１１時半cお
子さんと遊びながら育児の情報交換
e乳幼児と保護者hスリッパi徒歩

か自転車で来場をk当日会場で
■おはなし広場
a ７ 月１１日㈪午前１１時～１１時半b同
センター上の原乳児室cボランティ
アによる読み聞かせや手遊びなどe
１ 歳以上の乳幼児と保護者f ６ 組k
７ 月 ４ 日㈪午前１０時から電話または
同センターで
■ちびっ子育児～おしゃべり広場～
a ７ 月２１日㈭午前１０時～１１時半b同
センター上の原地域活動室c １ ～ ２
歳児の遊び・生活・しつけなど子育
ての悩みをテーマに話し合います。
一人で悩まず、一緒に考えましょう
e １ ～ ２ 歳児の保護者f ５ 人jお子
さんの保育あり（要予約）k ７ 月 ８ 日
㈮午前１０時から電話または同センタ
ーで

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して
地域の子ども達に健全な遊びを提供
する「児童の居場所づくり事業」を実
施しています。
■野火止地区センター（屋内）
a ７ 月 ４ 日㈪午後 １時半～ ４時半b
第一・第二会議室c親子のあそび場、
星を使ったキラキラ工作e乳幼児～
小学生
■本村小学校（屋内）
a ７ 月１２日㈫午後 ４時～ ５時半b体
育館cたのしいうんどうあそび～ミ
ニゲームを楽しもう～e小学生
■小山台遺跡公園（屋外）
a ７ 月１６日㈯午前１０時～正午cたの

しいお水遊びe乳幼児～小学生
■小山小学校（屋内）
a ７ 月２３日㈯午後 １時半～ ４時半b
視聴覚室c親子工作「うちわ作り」、
夏休み工作「涼を感じる工作」e乳幼
児～小学生
■小山小学校（屋内）
a ７ 月３０日㈯午後 １時半～ ４時半b
視聴覚室c親子工作「海の生き物を
作ろう」、夏休み工作「小さな海を作
ろう」e乳幼児～小学生
《共通事項》
g無料hマスク、タオル、飲み物。
屋内は上履き、屋外は帽子i徒歩か
自転車で来場を。食べ物は原則持ち
込み禁止。乳幼児は保護者同伴。動
きやすい服装で参加を。内容を変更
する場合ありjプログラムの他にも、
年齢に合わせた簡単にできる工作や
遊びを用意していますk当日会場で
l児童青少年課児童青少年係☎０４２
・４７０・７７３５

ベビーマッサージ教室

a ７ 月１１日㈪午前１０時～正午b南部
地域センター ２階和室 １・ ２c少人
数でアットホームなクラス。地域の
ママ同士で情報交換e ２ カ月～ １歳
前後のお子さんと母親、妊婦の方f
先着 ４ 組d飯岡祐子氏（ベビーマッ
サージ教室kik i主宰）g２，０００円（当
日集金。オイル代込み）h大きなバ
スタオル、飲み物k電話（☎０４２・
４５１・２０２１）または直接同センターで
l同センター

骨
こ つ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

を予防して健康に長生きをしましょう

No.No.203203いきいき健康家族いきいき健康家族いきいき健康家族
　「骨粗鬆症」とは、骨の強度が低
下して、骨折しやすくなる病気で
す。「わたしは骨は強いから大丈夫
ですよ」って思わないでください
ね。日本では骨粗鬆症の患者は約
1，280万人もいて、非常に罹患率
が高い病気なのです。
　特に女性は閉経後のホルモンの
関係もあり、男性の約 3倍と圧倒
的に割合が多いです。女性の60歳
以上の 3人に 1人、70歳以上では
2人に 1人は骨粗鬆症になると言
われています。
　日本は世界でもトップクラスの
長寿国ですが、平均寿命と健康寿
命の差を比べてみますと、約10年
もの差があります。その中でも寝
たきりになる原因の約15％は骨折
・転倒・関節疾患と言われていま
す。元気に長寿を目指すためには、
健康で自立した生活を過ごすこと
が出来る「健康寿命」を伸ばすこと
が大切ですよね。ぜひ、骨を強く
して元気に長生きを目指しましょ
う。
　わたしたちの骨は普段から骨代
謝という古くなった骨が壊され
（骨吸収）、新しい骨が作られる（骨
形成）新陳代謝を繰り返していま
す。この働きで骨が新鮮で丈夫に

保たれているのです。骨粗鬆症で
は、加齢や何らかの原因によって
このバランスが崩れて、骨吸収が
骨形成を上回ると骨がもろくなっ
ていきます。その結果、背骨（椎

つい

体
たい

）や足の付け根（大腿骨）の骨折
を起こしやすくなり、ADL低下
や寝たきりのリスクとなります。
　予防するために大切なことは、
食事・運動などの生活習慣です。
カルシウム、ビタミンD・Kを含
むバランスのよい食事をとり、筋
力強化や有酸素運動を行い、質の
良い睡眠がとれれば骨は強くなり
ます。少しだけでも日光を浴びる
ことも大切です。
　喫煙やアルコール、不規則な生
活はリスクになりますのでなるべ
く避けましょう。
　骨粗鬆症の検査はレントゲンや
超音波で骨密度を測定します。若
年者と比較して70％未満や骨折の
既往がある方は薬剤治療が必要に
なるかもしれませんので受診して
医師と相談しましょう。東久留米
市では骨粗鬆症健診を行っていま
すので、対象の方は自分の骨量を
ぜひチェックしてみましょう。

� （東久留米市医師会）

　昆虫研究家の北原俊
幸氏（市文化財保護審
議会委員）から市に寄
贈された昆虫標本の中
から、多摩地域を中心
によく見られる昆虫約
1,200種を展示します。
自由研究など、夏休み
の一日、小さな仲間た
ちの世界に触れてみて
ください。
a 7 月25日㈪～ 8 月31日㈬の午前 9 時～午後 4 時半（日曜日、祝日を除
く）b郷土資料室（わくわく健康プラザ 2 階）j 8 月 8 日㈪～10日㈬の午
前10時からと午後 3時から、北原氏による展示解説あり（各先着15人。当
日受け付け）kl生涯学習課文化財係（郷土資料室）☎042・472・0051へ

夏の昆虫展 ―昆虫標本を図鑑として楽しむ―

　観察したいものがあるけれど家に顕微
鏡がない、という人はいませんか。自分
が観察したいものを持ってきて、科学館
の顕微鏡を一人でじっくり使えます。
a 7 月18日 、 8月20日㈯いずれも午
前11時～午後 1時または午後 2時～ 4時
b多摩六都科学館科学学習室e小学 4年
生～高校生f各回 8人g入館券520円（小
学 4年生～高校生210円）h自分が観察し
たいものk同館ウェブサイトで 7月18日
分は 7月 4日㈪、 8月20日分は 8月 8日
㈪までに申し込みを。応募多数の場合は
抽選し、当選者のみに参加券を送付しま
すl同館☎042・469・6100

ミクロ・ラボ（特別版）ミクロ・ラボ（特別版）

昆虫展（昨年度の様子）

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください

休日・準夜間診療 保険証をご持参ください
（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
７ 月 ３ 日・１０日＝休日医科診療所

（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
歯科
７ 月 ３ 日・１０日＝休日歯科診療所

（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）
７ 月 ３ 日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
７ 月１０日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
平日準夜間小児初期救急診療
月曜・水曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

け ん こ うけ ん こ う

はじめてのはみがき 
“歯っぴーベイビー”

a ７ 月１２日㈫午前１０時～１１時半bわ
くわく健康プラザ講堂c歯の手入れ
方法、むし歯予防、親子遊びなどe
満 ７カ月～１１カ月児と保護者f先着
１５組（初回の方を優先）h母子健康手
帳、歯ブラシk ７ 月 １ 日㈮から電話
で健康課保健サービス係☎０４２・４７７
・００２２へl同係

BCG予防接種

a ７ 月２０日㈬午後 １時半～ ３時受け
付けbわくわく健康プラザe ４ 年 ２
月生まれの乳児（生後 ６カ月以上 １
歳になる誕生日の前日までの未接種
の乳児も可）h母子健康手帳、予診
票j日程の都合がつかない方は、次
回 ８月１７日㈬でも接種可k当日会場
でl健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

親子でLet’sクッキング

a ７ 月２０日㈬午後 １時～ ３時bわく
わく健康プラザ調理実習室c食育活
動、野菜に触れる体験e ４ 歳～未就
学児と保護者f先着 ８組g無料hエ
プロン（親子）、三角巾（親子）、ハン
ドタオル、筆記用具、母子健康手帳、
飲み物jマスク着用で。下の子（ ５
カ月以上）の保育あり（先着 ５ 人）
kl ７ 月 １ 日㈮から電話で健康課保
健サービス係☎０４２・４７７・００２２へ

らくらく離乳食教室

　離乳開始から １歳ぐらいまでの離
乳の進め方をお伝えします。
a ７ 月２７日㈬午後 １時～ ２時４５分b

わくわく健康プラザc講話と実演の
見学e生後 ５カ月～ １歳未満児の保
護者f先着１０人h申し込み時のお知
らせj対象児の保育ありkl ７ 月 １
日㈮から電話で健康課保健サービス
係☎０４２・４７７・００２２へ

特定健診、後期高齢者健診

　 ７月の受診対象は ７・ ８・ ９月生
まれの方です。生活習慣病予防、健
康の保持・増進や疾病の早期発見・
治療のための健診を実施します。健
診内容や実施医療機関などは、 ６月
下旬に発送した個別通知をご確認く
ださい。大腸がん検診も同時に受診
できます。
a受診月は次の通りです。なお、個
別通知は受診月の前月下旬に発送し
ます▼ ４・ ５・ ６月生まれの方＝ ６
月▼ ７・ ８・ ９月生まれの方＝ ７ 月
▼１０・１１月生まれの方＝ ８ 月▼１２・
１ 月生まれの方＝ ９ 月▼ ２・ ３月生
まれの方＝１０月b市内実施医療機関
e市内在住で ５年 ３月末時点で次の
①・②のいずれかに該当する方。①
特定健診＝４０歳～７４歳の東久留米市
国民健康保険加入者②後期高齢者健
診＝後期高齢者医療被保険者j ４ 年
３ 月以降に国民健康保険に加入した
方、後期高齢者で転入した方、当該
月に受診できない方は健康課特定健
診係☎０４２・４７７・００１３へ問い合わせ
てくださいk直接実施医療機関へl
同係

「愛の血液助け合い運動」実施中

　 ７月 １日～３１日の １カ月間は、「愛
の血液助け合い運動」月間として、
全国的な献血運動を実施しています。
ぜひ、献血にご協
力をお願いします。
l健康課予防係☎
０４２・４７７・００３０

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■幼児のつどい
a ７ 月１４日㈭午前１０時半からと１１時
５ 分からの ２ 部制c「プチアニバー
サリーイベント」e １ ～ ４ 歳児と保
護者f各１２組k ７ 月 ８ 日㈮午後 １時
半から電話で
■ベビーヨガ
a１５日㈮午前１０時～１０時半と１０時５０
分～１１時２０分の ２部制e首が据わっ
た ９カ月までの乳児と保護者f各 ４
組d崎田千佳子氏hバスタオル、飲
み物i予防接種を受けて７２時間以内
の乳児はご遠慮くださいj動きやす
い服装でk ７ 月 ４ 日㈪午前１０時から
電話または来館で
■わらべうたスマイル講座
a２０日㈬午前１０時半～１１時半c「大
人との絆をはぐくむ」わらべうたと
育児の悩み相談e ０ 歳児と保護者f
６ 組d原悠子氏k ７ 月１１日㈪午後 １
時半から電話または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■おはなし会
a ７ 月 ５ 日㈫・１２日㈫いずれも午後
３時５０分からc絵本の読み聞かせや
素話などe小学生j協力はおはなし
くぬぎ、中央図書館k当日会場で
■幼児のつどい
a１４日㈭午前１０時半からと１１時 ５ 分
からの ２部制c縁日ごっこe １ ～ ４
歳児と保護者f各１２組k ７ 月 ８ 日㈮

午後 １時半から電話で
■工作戦隊
a１７日㈰午後 ２時～ ３時と ３時半～
４時半の ２部制cプラネタリウムを
作ろうe小学生f各 ５人k ７ 月１０日
㈰午前１０時から電話または来館で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■おはなしの日
a ７ 月１２日㈫午前１１時～１１時２５分c
絵本の読み聞かせや手遊びなどe乳
幼児と保護者dみくりお
はなしの会k当日会場で
■赤ちゃん広場
a１３日㈬午前１０時半から
c助産師による体重測定・育児相談
e ０ 歳児と保護者dひがしくるめ助
産師会hバスタオルj参加人数によ
ってお待ちいただく場合ありk当日
会場で
■おはなし会
a１３日㈬午後 ３時～ ３時半c絵本の
読み聞かせなどe小学生j協力は東
部図書館k当日会場で
■幼児のつどい
a１４日㈭午前１０時半からと１１時１０分
からの ２ 部制c「 ７ 月と ８ 月生まれ
のお誕生日会とリズムあそび」e １
～ ４ 歳児と保護者f各１５組k ７ 月 ８
日㈮午後 １時半から電話で
■リトミック講座
ae２６日㈫午前１０時半～１１時が首の
据わったお子さんと保護者、午前１１
時１５分～１１時４５分が歩けるようにな
ったお子さんと保護者cリトミック
団体による音楽イベントf各先着１５
組d千葉氏（リトミック研究所）k ７
月１２日㈫午前 ９時から電話または来
館で

（１１面へ続く）

イベント・講座

〈今月の月間・週間案内〉“社会を明るくする運動”強調月間、青少年の非行・被害防止全国強調月間、海の事故ゼロキャンペーン（16日〜31日）、川の日（７日）

12

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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けんこうとイベント・講座は9面まで続きます

◎ご意見箱設置場所
市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘

・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス

☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう
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